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北海道 札幌市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
全児童生徒の保護者に対して就学援助制度につい
ての案内文を学校から配布してもらっている

北海道 函館市 ○ ○ ○ ○ ○ ○
市内の国立小・中学校に通う児童生徒へ就学援助
申請書を配布。申請を希望する市外の市立小・中学
校に通う児童生徒へ就学援助申請書を配付。

○ ○ ○

北海道 小樽市 ○ ○ ○ ○ ○ ○
就学時健康診断案内書類とともに、就学援助案内文
書を配布。

○ ○ ○ ○

北海道 旭川市 ○ ○ ○ ○
小学校入学予定者がいる家庭へ毎年１月に教育委
員会から就学援助制度の書類を郵送している。

○ ○ ○ ○

北海道 室蘭市 ○ ○ ○ ○ ○

・市内関係課と連携を図り、他部署の受付窓口や相
談員を介して相談や連絡があった場合はお知らせ文
書の送付や制度の説明等を行っている。
・新小学１年生については、就学時健康診断の案内
を送付する際に就学援助（新入学児童学用品費）に
ついての文書を同封している。

○ ○ ○ ○

北海道 釧路市 ○ ○ ○ ○ ○ ○
市有施設等に、就学援助制度を紹介するリーフレッ
トを設置

○ ○ ○ ○ ○
すくすくメールという、登録者全員にメールで情報を
送信する仕組みにより、就学援助の申請もれを減ら
す試みを行っている。

北海道 帯広市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

就学予定者の体験入学時に就学援助制度の書類を
配布
既に認定されている準要保護者に対して、毎年２月
中旬頃、次年度の申請書を郵送

○ ○ ○ ○ ○

北海道 北見市 ○ ○ ○ ○ ○ ○
新小学1年生が対象の新入学児童生徒学用品費の
申請書については、申請を希望する者が教育委員
会に直接提出

○ ○ ○

北海道 夕張市 ○ ○ ○ ○ ○

北海道 岩見沢市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 網走市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 留萌市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
小学校入学予定者のうち、入学準備金の入学前支
給を希望する場合は教育委員会に提出

○ ○

北海道 苫小牧市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

申請対象かどうかに関わらず、小中学生がいる全世
帯へ周知文書及び申請書を送付。
周知文書内に市ホームページのQRコードを掲載し、
詳細な制度内容を容易に確認できるようにしてい
る。

北海道 稚内市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 美唄市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

（ウ）に該当するが、例外として無収入となった場合
や、世帯変更などで収入が大きく下がった場合は、
収入が大幅に減少した時点まで遡り対象期間とす
る。また、生活保護の廃止による対象者は、生活保
護が廃止となった時点まで遡り対象期間とする。

○ ○ ○

北海道 芦別市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 江別市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 赤平市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 紋別市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 士別市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オンラインによる申請（自治体簡易申請システムを
利用。保護者が申請を行った内容は、直接教育委員
会に提出される）

○ ○ ○

北海道 名寄市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 全保護者に案内および申請書を配付している。

北海道 三笠市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 根室市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 千歳市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
全児童生徒の保護者に対して、就学援助制度につ
いての案内文を学校から配布している。

市区町村都道府県

１．就学援助制度の周知方法

（１）就学援助制度の周知方法（あてはまるもの全てに○）

（２）（１）のコの内容

（３）就学援助（要保護・準要保護）の申請期間
（あてはまるもの１つに○）

（４）（３）のオの内容・補足事項

（５）就学援助（要保護・準要保護）の申請書の提出方法
（あてはまるもの全てに○）

（６）（５）のクの内容

（７）就学援助制度の周知方法や申請書の表記等の工夫（あ
てはまるもの全てに○）

（８）（７）のカの内容

ク．その
他

ア．目に
つきやす
いタイト
ルや平
易な文面
の使用

イ．漢字
にはフリ
ガナを付
記

ウ．援助
対象とな
る年間所
得の目
安額等を
記載

エ．各費
目の援
助額や
年間総
援助額
の記載

オ．外国
語の申
請書を作
成

キ．毎年
度の進
級時に就
学援助
制度の
書類を配
布

ク．民生
委員やス
クール
ソーシャ
ルワー
カー等か
ら案内を
配布

ケ．教育
委員会
から児童
生徒がい
る世帯へ
案内を送
付

コ．その
他

ア．申請
締切を設
定し，期
間内の
申請の
み受け付
け

イ．随時
申請を受
け付けて
おり，年
度当初
分から援
助

ア．教育委員
会のウェブサ
イトに制度を
掲載

イ．自治
体の広
報誌等に
制度を記
載

ウ．就学
案内の
書類に記
載又は
就学案
内の書
類ととも
に配布

エ．就学
時健康
診断の
際に就学
援助制
度の書
類を配布

オ．学校
の入学
説明会で
就学援
助制度
の書類を
配布

カ．入学
時に就学
援助制
度の書
類を配布

ウ．随時
申請を受
け付けて
おり，締
切を過ぎ
た申請の
場合は
申請月
や認定
月以降
分から援
助

エ．各学
期で申請
締切を設
定し、各
学期始
めから援
助

オ．その
他

ア．申請
を希望す
る者が学
校に提出

イ．申請
を希望す
る者が教
育委員

会に提出

ウ．申請
を希望す
る者が学
校もしく
は教育

委員会に
提出

カ．その
他

エ．申請
の有無に
かかわら
ず、全員
が学校に

提出

オ．申請
の有無に
かかわら
ず、全員
が教育

委員会に
提出

カ．申請
の有無に
かかわら
ず、全員
が学校も
しくは教
育委員

会に提出

キ．就学
援助シス
テムを

使って提
出

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について
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市区町村都道府県

１．就学援助制度の周知方法

（１）就学援助制度の周知方法（あてはまるもの全てに○）

（２）（１）のコの内容

（３）就学援助（要保護・準要保護）の申請期間
（あてはまるもの１つに○）

（４）（３）のオの内容・補足事項

（５）就学援助（要保護・準要保護）の申請書の提出方法
（あてはまるもの全てに○）

（６）（５）のクの内容

（７）就学援助制度の周知方法や申請書の表記等の工夫（あ
てはまるもの全てに○）

（８）（７）のカの内容

ク．その
他

ア．目に
つきやす
いタイト
ルや平
易な文面
の使用

イ．漢字
にはフリ
ガナを付
記

ウ．援助
対象とな
る年間所
得の目
安額等を
記載

エ．各費
目の援
助額や
年間総
援助額
の記載

オ．外国
語の申
請書を作
成

キ．毎年
度の進
級時に就
学援助
制度の
書類を配
布

ク．民生
委員やス
クール
ソーシャ
ルワー
カー等か
ら案内を
配布

ケ．教育
委員会
から児童
生徒がい
る世帯へ
案内を送
付

コ．その
他

ア．申請
締切を設
定し，期
間内の
申請の
み受け付
け

イ．随時
申請を受
け付けて
おり，年
度当初
分から援
助

ア．教育委員
会のウェブサ
イトに制度を
掲載

イ．自治
体の広
報誌等に
制度を記
載

ウ．就学
案内の
書類に記
載又は
就学案
内の書
類ととも
に配布

エ．就学
時健康
診断の
際に就学
援助制
度の書
類を配布

オ．学校
の入学
説明会で
就学援
助制度
の書類を
配布

カ．入学
時に就学
援助制
度の書
類を配布

ウ．随時
申請を受
け付けて
おり，締
切を過ぎ
た申請の
場合は
申請月
や認定
月以降
分から援
助

エ．各学
期で申請
締切を設
定し、各
学期始
めから援
助

オ．その
他

ア．申請
を希望す
る者が学
校に提出

イ．申請
を希望す
る者が教
育委員

会に提出

ウ．申請
を希望す
る者が学
校もしく
は教育

委員会に
提出

カ．その
他

エ．申請
の有無に
かかわら
ず、全員
が学校に

提出

オ．申請
の有無に
かかわら
ず、全員
が教育

委員会に
提出

カ．申請
の有無に
かかわら
ず、全員
が学校も
しくは教
育委員

会に提出

キ．就学
援助シス
テムを

使って提
出

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

北海道 滝川市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 砂川市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 歌志内市 ○ ○ ○ ○ ○
・新入学児の保護者全員へ制度周知の文書を送
付。
・進級児については、学校を通じて配布。

○ ○

北海道 深川市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 富良野市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 登別市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 恵庭市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 伊達市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 北広島市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・申請を希望する者が市の出張所に提出
・電子申請により提出

○ ○

北海道 石狩市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 北斗市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

前年度の就学援助の認定者で、継続して申請を希
望する世帯については「学校もしくは教育委員会」、
その他については「教育委員会」に提出するよう案
内をしている。

○ ○

北海道 当別町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 新篠津村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 松前町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 福島町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 知内町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 木古内町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 七飯町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 鹿部町 ○ ○ ○ ○ 各学校に対して制度を書面で通知 ○ ○ ○ ○

北海道 森町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 八雲町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 長万部町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 江差町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 上ノ国町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 厚沢部町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 乙部町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 奥尻町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 今金町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 せたな町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 島牧村 ○ ○ ○ ○ ○

北海道 寿都町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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市区町村都道府県

１．就学援助制度の周知方法

（１）就学援助制度の周知方法（あてはまるもの全てに○）

（２）（１）のコの内容

（３）就学援助（要保護・準要保護）の申請期間
（あてはまるもの１つに○）

（４）（３）のオの内容・補足事項

（５）就学援助（要保護・準要保護）の申請書の提出方法
（あてはまるもの全てに○）

（６）（５）のクの内容

（７）就学援助制度の周知方法や申請書の表記等の工夫（あ
てはまるもの全てに○）

（８）（７）のカの内容

ク．その
他

ア．目に
つきやす
いタイト
ルや平
易な文面
の使用

イ．漢字
にはフリ
ガナを付
記

ウ．援助
対象とな
る年間所
得の目
安額等を
記載

エ．各費
目の援
助額や
年間総
援助額
の記載

オ．外国
語の申
請書を作
成

キ．毎年
度の進
級時に就
学援助
制度の
書類を配
布

ク．民生
委員やス
クール
ソーシャ
ルワー
カー等か
ら案内を
配布

ケ．教育
委員会
から児童
生徒がい
る世帯へ
案内を送
付

コ．その
他

ア．申請
締切を設
定し，期
間内の
申請の
み受け付
け

イ．随時
申請を受
け付けて
おり，年
度当初
分から援
助

ア．教育委員
会のウェブサ
イトに制度を
掲載

イ．自治
体の広
報誌等に
制度を記
載

ウ．就学
案内の
書類に記
載又は
就学案
内の書
類ととも
に配布

エ．就学
時健康
診断の
際に就学
援助制
度の書
類を配布

オ．学校
の入学
説明会で
就学援
助制度
の書類を
配布

カ．入学
時に就学
援助制
度の書
類を配布

ウ．随時
申請を受
け付けて
おり，締
切を過ぎ
た申請の
場合は
申請月
や認定
月以降
分から援
助

エ．各学
期で申請
締切を設
定し、各
学期始
めから援
助

オ．その
他

ア．申請
を希望す
る者が学
校に提出

イ．申請
を希望す
る者が教
育委員

会に提出

ウ．申請
を希望す
る者が学
校もしく
は教育

委員会に
提出

カ．その
他

エ．申請
の有無に
かかわら
ず、全員
が学校に

提出

オ．申請
の有無に
かかわら
ず、全員
が教育

委員会に
提出

カ．申請
の有無に
かかわら
ず、全員
が学校も
しくは教
育委員

会に提出

キ．就学
援助シス
テムを

使って提
出

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

北海道 黒松内町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 蘭越町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 ニセコ町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 真狩村 ○ ○ ○ ○

北海道 留寿都村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 喜茂別町 ○ ○ ○ ○ ○

北海道 京極町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 倶知安町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 共和町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 岩内町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 泊村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 神恵内村 ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 積丹町 ○ ○ ○ 入学前に新入児童へ周知 ○ ○ ○

北海道 古平町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 仁木町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 余市町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 赤井川村 ○ ○
就学児童健康診断の際に教育委員会で就学援助制
度の説明を行っている。

○ ○

北海道 南幌町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 奈井江町 ○ ○ ○ ○ ○
就学時健康診断の際に教育委員会で就学援助制度
の書類を配布

○ ○ ○ ○

北海道 上砂川町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定世帯に対し、次年度申請受付開始に合わせて
直接案内文書を送付し、更新を呼び掛けている。

○ ○ ○ ○

北海道 由仁町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 長沼町 ○ ○ ○ ○
就学時健康診断の案内とともに就学援助制度の書
類を教育委員会から配布

○ ○ ○

北海道 栗山町 ○ ○ ○ ○ ○ 就学時健康診断案内の書類とともに配布。 ○ ○ ○

北海道 月形町 ○ ○ 入学前支給の通知を別に郵送 ○ ○ ○ 全児童生徒の保護者に文書を周知している。

北海道 浦臼町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 新十津川町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 妹背牛町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 秩父別町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 雨竜町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 北竜町 ○ ○ ○ ○ ○ ○
制度についての書類を配布し、更に説明を行ってい
る。

北海道 沼田町 ○ ○ ○ ○ ○
・援助対象となる要件を記載
・保健福祉課での相談対応において、該当になりそ
うな方を当課へ繋いでもらう等の横の連携。

北海道 鷹栖町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 東神楽町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 当麻町 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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市区町村都道府県

１．就学援助制度の周知方法

（１）就学援助制度の周知方法（あてはまるもの全てに○）

（２）（１）のコの内容

（３）就学援助（要保護・準要保護）の申請期間
（あてはまるもの１つに○）

（４）（３）のオの内容・補足事項

（５）就学援助（要保護・準要保護）の申請書の提出方法
（あてはまるもの全てに○）

（６）（５）のクの内容

（７）就学援助制度の周知方法や申請書の表記等の工夫（あ
てはまるもの全てに○）

（８）（７）のカの内容

ク．その
他

ア．目に
つきやす
いタイト
ルや平
易な文面
の使用

イ．漢字
にはフリ
ガナを付
記

ウ．援助
対象とな
る年間所
得の目
安額等を
記載

エ．各費
目の援
助額や
年間総
援助額
の記載

オ．外国
語の申
請書を作
成

キ．毎年
度の進
級時に就
学援助
制度の
書類を配
布

ク．民生
委員やス
クール
ソーシャ
ルワー
カー等か
ら案内を
配布

ケ．教育
委員会
から児童
生徒がい
る世帯へ
案内を送
付

コ．その
他

ア．申請
締切を設
定し，期
間内の
申請の
み受け付
け

イ．随時
申請を受
け付けて
おり，年
度当初
分から援
助

ア．教育委員
会のウェブサ
イトに制度を
掲載

イ．自治
体の広
報誌等に
制度を記
載

ウ．就学
案内の
書類に記
載又は
就学案
内の書
類ととも
に配布

エ．就学
時健康
診断の
際に就学
援助制
度の書
類を配布

オ．学校
の入学
説明会で
就学援
助制度
の書類を
配布

カ．入学
時に就学
援助制
度の書
類を配布

ウ．随時
申請を受
け付けて
おり，締
切を過ぎ
た申請の
場合は
申請月
や認定
月以降
分から援
助

エ．各学
期で申請
締切を設
定し、各
学期始
めから援
助

オ．その
他

ア．申請
を希望す
る者が学
校に提出

イ．申請
を希望す
る者が教
育委員

会に提出

ウ．申請
を希望す
る者が学
校もしく
は教育

委員会に
提出

カ．その
他

エ．申請
の有無に
かかわら
ず、全員
が学校に

提出

オ．申請
の有無に
かかわら
ず、全員
が教育

委員会に
提出

カ．申請
の有無に
かかわら
ず、全員
が学校も
しくは教
育委員

会に提出

キ．就学
援助シス
テムを

使って提
出

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

北海道 比布町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 愛別町 ○ ○ ○ ○ 町のホームページに制度を掲載 ○ ○ ○

北海道 上川町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 東川町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 美瑛町 ○ ○ ○ ○ ○
要保護は全員、準要保護は希望者が教育委員会に
提出している。

○

北海道 上富良野町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 中富良野町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 南富良野町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 占冠村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 和寒町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 剣淵町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 下川町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 美深町 ○ ○ ○ ○ ○ 町の防災端末で呼びかけている ○ ○ ○ ○

北海道 音威子府村 ○ ○ ○ ○ ○

北海道 中川町 ○ ○ ○ ○ 各学校に対して制度を書面で周知 ○ ○ ○

北海道 幌加内町 ○ ○ ○ ○ ○ ○
教職員へ、申請予定者がいる場合は、申請書の書
き方をサポートしていただくよう依頼している。

北海道 増毛町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 小平町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　原則、学校長を通して提出されるが、入学前支給
を希望する者に限り、直接教育委員会へ提出

○

北海道 苫前町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 羽幌町 ○ ○ ○ ○
関係部署等（世帯状況変更の届出時、税金納付や
生活福祉資金貸付など）に相談者が来た際に就学
援助周知文の配布を依頼。

○ ○ ○
全児童生徒に周知文書を配布。前年度認定者で未
申請の者へは学校より連絡。

北海道 初山別村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 遠別町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 天塩町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 猿払村 ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 浜頓別町 ○ ○ ○
小学校就学前に入学前支給の案内通知を教育委員
会から保護者宛通知している。

○ ○ ○ ○

北海道 中頓別町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 枝幸町 ○ ○ ○ 自治体のホームページに制度を記載。 ○
年度当初の締め切りを過ぎた場合でも随時申請を
受け付けており、認定されれば年度内の事由が生じ
た日まで遡り援助。

○ ○

北海道 豊富町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 礼文町 ○ ○ ○ ○ ○

北海道 利尻町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 利尻富士町 ○ ○ ○ ○

基本的に期限を設定し、期間内の申請を受け付けて
いるが、年の途中で新たに援助が必要になった者、
転入児童生徒についての申請手続きはその都度行
われる。

○ ○ 特になし

北海道 幌延町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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市区町村都道府県

１．就学援助制度の周知方法

（１）就学援助制度の周知方法（あてはまるもの全てに○）

（２）（１）のコの内容

（３）就学援助（要保護・準要保護）の申請期間
（あてはまるもの１つに○）

（４）（３）のオの内容・補足事項

（５）就学援助（要保護・準要保護）の申請書の提出方法
（あてはまるもの全てに○）

（６）（５）のクの内容

（７）就学援助制度の周知方法や申請書の表記等の工夫（あ
てはまるもの全てに○）

（８）（７）のカの内容

ク．その
他

ア．目に
つきやす
いタイト
ルや平
易な文面
の使用

イ．漢字
にはフリ
ガナを付
記

ウ．援助
対象とな
る年間所
得の目
安額等を
記載

エ．各費
目の援
助額や
年間総
援助額
の記載

オ．外国
語の申
請書を作
成

キ．毎年
度の進
級時に就
学援助
制度の
書類を配
布

ク．民生
委員やス
クール
ソーシャ
ルワー
カー等か
ら案内を
配布

ケ．教育
委員会
から児童
生徒がい
る世帯へ
案内を送
付

コ．その
他

ア．申請
締切を設
定し，期
間内の
申請の
み受け付
け

イ．随時
申請を受
け付けて
おり，年
度当初
分から援
助

ア．教育委員
会のウェブサ
イトに制度を
掲載

イ．自治
体の広
報誌等に
制度を記
載

ウ．就学
案内の
書類に記
載又は
就学案
内の書
類ととも
に配布

エ．就学
時健康
診断の
際に就学
援助制
度の書
類を配布

オ．学校
の入学
説明会で
就学援
助制度
の書類を
配布

カ．入学
時に就学
援助制
度の書
類を配布

ウ．随時
申請を受
け付けて
おり，締
切を過ぎ
た申請の
場合は
申請月
や認定
月以降
分から援
助

エ．各学
期で申請
締切を設
定し、各
学期始
めから援
助

オ．その
他

ア．申請
を希望す
る者が学
校に提出

イ．申請
を希望す
る者が教
育委員

会に提出

ウ．申請
を希望す
る者が学
校もしく
は教育

委員会に
提出

カ．その
他

エ．申請
の有無に
かかわら
ず、全員
が学校に

提出

オ．申請
の有無に
かかわら
ず、全員
が教育

委員会に
提出

カ．申請
の有無に
かかわら
ず、全員
が学校も
しくは教
育委員

会に提出

キ．就学
援助シス
テムを

使って提
出

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

北海道 美幌町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 津別町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 斜里町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 清里町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 小清水町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 訓子府町 ○ ○ ○ ○
小学１～６年生及び中学１～２年生に配布する毎年
１２月にあわせて、就学前(小学新１年生)にも配布し
ている。

○ ○ ○ ○

北海道 置戸町 ○ ○ ○ ○
2月に学校を通して保護者へ周知、新入学児童保護
者へ周知文書送付

○ ○ ○

北海道 佐呂間町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・就学時検診の案内と併せて全員に制度についての
案内、申請書を配布
・学校、町民課と連携し、家庭の状況に変化があっ
た世帯には制度について学校、または教育委員会
から説明

北海道 遠軽町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 湧別町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 滝上町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 興部町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 西興部村 ○ ○ ○ ○ ○ ○
児童生徒数が少ないため、事前に対象となる保護者
へ直接電話等で周知している。

北海道 雄武町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 新入学予定者については、教育委員会に提出 ○

北海道 大空町 ○ ○ ○
進級時に就学援助制度に関する情報を学校一斉配
信メールにて周知

○ ○ ○

北海道 豊浦町 ○ ○ ○ ○
町立小学校入学予定者には個別で案内を郵送して
いる。

○ ○ ○

北海道 壮瞥町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 白老町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 厚真町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 洞爺湖町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 安平町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 むかわ町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 日高町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 平取町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 新冠町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 浦河町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 様似町 ○ ○ ○ ○ 全保護者へ申請案内の文書を郵送している。

北海道 えりも町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 新ひだか町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 音更町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 小中学生がいる全世帯へのちらしの郵送

北海道 士幌町 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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市区町村都道府県

１．就学援助制度の周知方法

（１）就学援助制度の周知方法（あてはまるもの全てに○）

（２）（１）のコの内容

（３）就学援助（要保護・準要保護）の申請期間
（あてはまるもの１つに○）

（４）（３）のオの内容・補足事項

（５）就学援助（要保護・準要保護）の申請書の提出方法
（あてはまるもの全てに○）

（６）（５）のクの内容

（７）就学援助制度の周知方法や申請書の表記等の工夫（あ
てはまるもの全てに○）

（８）（７）のカの内容

ク．その
他

ア．目に
つきやす
いタイト
ルや平
易な文面
の使用

イ．漢字
にはフリ
ガナを付
記

ウ．援助
対象とな
る年間所
得の目
安額等を
記載

エ．各費
目の援
助額や
年間総
援助額
の記載

オ．外国
語の申
請書を作
成

キ．毎年
度の進
級時に就
学援助
制度の
書類を配
布

ク．民生
委員やス
クール
ソーシャ
ルワー
カー等か
ら案内を
配布

ケ．教育
委員会
から児童
生徒がい
る世帯へ
案内を送
付

コ．その
他

ア．申請
締切を設
定し，期
間内の
申請の
み受け付
け

イ．随時
申請を受
け付けて
おり，年
度当初
分から援
助

ア．教育委員
会のウェブサ
イトに制度を
掲載

イ．自治
体の広
報誌等に
制度を記
載

ウ．就学
案内の
書類に記
載又は
就学案
内の書
類ととも
に配布

エ．就学
時健康
診断の
際に就学
援助制
度の書
類を配布

オ．学校
の入学
説明会で
就学援
助制度
の書類を
配布

カ．入学
時に就学
援助制
度の書
類を配布

ウ．随時
申請を受
け付けて
おり，締
切を過ぎ
た申請の
場合は
申請月
や認定
月以降
分から援
助

エ．各学
期で申請
締切を設
定し、各
学期始
めから援
助

オ．その
他

ア．申請
を希望す
る者が学
校に提出

イ．申請
を希望す
る者が教
育委員

会に提出

ウ．申請
を希望す
る者が学
校もしく
は教育

委員会に
提出

カ．その
他

エ．申請
の有無に
かかわら
ず、全員
が学校に

提出

オ．申請
の有無に
かかわら
ず、全員
が教育

委員会に
提出

カ．申請
の有無に
かかわら
ず、全員
が学校も
しくは教
育委員

会に提出

キ．就学
援助シス
テムを

使って提
出

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

北海道 上士幌町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 転入者には必ず就学援助制度を説明している。

北海道 鹿追町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 新得町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 清水町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 芽室町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 中札内村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 更別村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
村で製作している子育て応援ガイドへの掲載による
周知

北海道 大樹町 ○ ○ ○ ○ 就学時健康診断の結果通知とともに送付 ○ ○ ○

北海道 広尾町 ○ ○ ○ ○ ○
各家庭に送付する就学時健康診断結果に申請案内
を同封。

○ ○ ○

北海道 幕別町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 池田町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 豊頃町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
年度当初にすべての家庭の申請書を配布している。
また、入学前や転入時に制度の説明を行うことで周
知を行っている。

北海道 本別町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 足寄町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 陸別町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 浦幌町 ○ ○ ○ ○ ○ ○
児童扶養手当等の申請があった場合、就学援助制
度について個別に周知

○ ○ ○

北海道 釧路町 ○ ○ ○ ○ ○ ○
就学援助を周知するためCMを作成し、ライブ配信の
アーカイブから閲覧可能になっている。

○ ○ ○ ○

北海道 厚岸町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 浜中町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 標茶町 ○ ○ ○ ○
就学時健康診断の際に教育委員会で就学援助制度
の書類を配布

○ ○ ○ ○

北海道 弟子屈町 ○ ○ ○ ○ ○
申請締切は設定しているが、やむを得ない事情等の
場合は期限後の申請も受け付けており、年度当初分
から援助をしている

○ ○

北海道 鶴居村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 白糠町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 別海町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 中標津町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 標津町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北海道 羅臼町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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北海道 札幌市

北海道 函館市

北海道 小樽市

北海道 旭川市

北海道 室蘭市

北海道 釧路市

北海道 帯広市

北海道 北見市

北海道 夕張市

北海道 岩見沢市

北海道 網走市

北海道 留萌市

北海道 苫小牧市

北海道 稚内市

北海道 美唄市

北海道 芦別市

北海道 江別市

北海道 赤平市

北海道 紋別市

北海道 士別市

北海道 名寄市

北海道 三笠市

北海道 根室市

北海道 千歳市

市区町村都道府県

179 0 0 0 0 0 0 178 1 0 0 0 0 0 1 6 9 50 109 4 64 55 88 42 68 18 21 0 41 22 22 1 0 0 0 0 0 0

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市教委から各家庭に対し就学時健康診断の案内文
を送付する際、小学校入学準備金の案内文を同封
している。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○
就学時健康診断案内書類とともに、就学援助案内文
書を配布。

○ ○ ○ ○ ○ ○
小学校入学予定者がいる家庭へ毎年１月に教育委
員会から就学援助制度の書類を郵送している。

○ ○ ○ ○ ○ ○ 就学時健康診断の案内文書送付時に案内を同封

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○
就学援助（入学前支給）に関する書類を、入学対象
者全員に郵送で配布している。

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜小学校＞（３）（１）でアと回答した場合
は入学前支給を導入した時期、イと回
答した場合は導入開始を検討（予定）し
ている時期

＜小学校＞（４）（１）でアと回答した場合、支給した時期（複数回支給している場合は最初の時期） ＜小学校＞（５）（１）でアと回答した場合、小学校入学前の者に対する周知方法（あてはまるもの全てに○）

ア．令和
５年度
（令和６
年度新
入学分）
以前

イ．令和
６年度
（令和７
年度新
入学分）

ウ．令和
７年度
（令和８
年度新
入学分）
以降

エ．未定 ア．　８月
以前

イ．  ９月 ウ．１０月 エ．１１月 オ．１２月

＜小学校＞（１）実施・検討状況について

＜小学校＞（２）（１）のカの内容カ．その
他

ア．入学
前支給を
行ってい

る

イ．入学
前支給を
行ってい
ないが、
現在検

討はして
いる

ウ．入学
前支給を
行ってお
らず、現
在検討も
していな

い

エ．そも
そも新入
学学用

品やその
費用を無
償化して
いるた

め、入学
前支給を
行ってい

ない

オ．そも
そも対象
者がいな
いため、
入学前
支給を

行ってい
ない

ウ．就学
案内の書
類に記載
又は就学
案内の書
類とともに
配布

エ．就学
時健康診
断の際に
案内を配
布

オ．学校
の入学前
説明会の
際に案内
を配布

カ．域内
の幼稚園
や保育所
で案内を
配布

キ．域内
の小中
学校で在
校生及
び保護
者に対し
て案内を
配布（兄
弟姉妹
がいる場
合など）

ク．民生
委員やス
クール
ソーシャ
ルワー
カー等か
ら案内を
配布

イ．規則
改正など
の内部
手続きに
時間が
かかるか
ら

ウ．認定
回数が
増える、
支給後に
転居へし
た場合の
対応な
ど、事務
業務量
が増加
するから

エ．（入
学前支
給とは異
なる）自
治体独
自の教
育費負
担軽減
制度があ
るから

＜小学校＞（６）（５）のコの内容
＜小学校＞（７）（４）でア．イ．ウ．エに○をした場
合、（入学前支給の）①周知時期、②申請期日、③
（アの場合）支給時期

＜小学校＞（８）（１）でウと回答した場合のその理
由（あてはまるもの全てに○）

＜小学校＞（９）（８）のエ及びオの内容オ．その
他

令和６年７月時点の市区町村の実施（検討）状況（あてはまるもの１つに○）

カ．　１月 キ．　２月 ク．　３月 ケ． ４月
初旬（入
学式前）

ア．教育
委員会の
ウェブサイ
トに案内を
掲載

イ．自治
体の広報
誌等に案
内を掲載

ケ．小学
校入学
予定者
がいる家
庭へ案
内を送付

コ．その
他

ア．予算
の確保
が困難だ
から

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

２．新入学児童生徒学用品費等の入学前支給（要保護及び準要保護）
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市区町村都道府県

北海道 滝川市

北海道 砂川市

北海道 歌志内市

北海道 深川市

北海道 富良野市

北海道 登別市

北海道 恵庭市

北海道 伊達市

北海道 北広島市

北海道 石狩市

北海道 北斗市

北海道 当別町

北海道 新篠津村

北海道 松前町

北海道 福島町

北海道 知内町

北海道 木古内町

北海道 七飯町

北海道 鹿部町

北海道 森町

北海道 八雲町

北海道 長万部町

北海道 江差町

北海道 上ノ国町

北海道 厚沢部町

北海道 乙部町

北海道 奥尻町

北海道 今金町

北海道 せたな町

北海道 島牧村

北海道 寿都町

179 0 0 0 0 0 0 178 1 0 0 0 0 0 1 6 9 50 109 4 64 55 88 42 68 18 21 0 41 22 22 1 0 0 0 0 0 0

＜小学校＞（３）（１）でアと回答した場合
は入学前支給を導入した時期、イと回
答した場合は導入開始を検討（予定）し
ている時期

＜小学校＞（４）（１）でアと回答した場合、支給した時期（複数回支給している場合は最初の時期） ＜小学校＞（５）（１）でアと回答した場合、小学校入学前の者に対する周知方法（あてはまるもの全てに○）

ア．令和
５年度
（令和６
年度新
入学分）
以前

イ．令和
６年度
（令和７
年度新
入学分）

ウ．令和
７年度
（令和８
年度新
入学分）
以降

エ．未定 ア．　８月
以前

イ．  ９月 ウ．１０月 エ．１１月 オ．１２月

＜小学校＞（１）実施・検討状況について

＜小学校＞（２）（１）のカの内容カ．その
他

ア．入学
前支給を
行ってい

る

イ．入学
前支給を
行ってい
ないが、
現在検

討はして
いる

ウ．入学
前支給を
行ってお
らず、現
在検討も
していな

い

エ．そも
そも新入
学学用

品やその
費用を無
償化して
いるた

め、入学
前支給を
行ってい

ない

オ．そも
そも対象
者がいな
いため、
入学前
支給を

行ってい
ない

ウ．就学
案内の書
類に記載
又は就学
案内の書
類とともに
配布

エ．就学
時健康診
断の際に
案内を配
布

オ．学校
の入学前
説明会の
際に案内
を配布

カ．域内
の幼稚園
や保育所
で案内を
配布

キ．域内
の小中
学校で在
校生及
び保護
者に対し
て案内を
配布（兄
弟姉妹
がいる場
合など）

ク．民生
委員やス
クール
ソーシャ
ルワー
カー等か
ら案内を
配布

イ．規則
改正など
の内部
手続きに
時間が
かかるか
ら

ウ．認定
回数が
増える、
支給後に
転居へし
た場合の
対応な
ど、事務
業務量
が増加
するから

エ．（入
学前支
給とは異
なる）自
治体独
自の教
育費負
担軽減
制度があ
るから

＜小学校＞（６）（５）のコの内容
＜小学校＞（７）（４）でア．イ．ウ．エに○をした場
合、（入学前支給の）①周知時期、②申請期日、③
（アの場合）支給時期

＜小学校＞（８）（１）でウと回答した場合のその理
由（あてはまるもの全てに○）

＜小学校＞（９）（８）のエ及びオの内容オ．その
他

令和６年７月時点の市区町村の実施（検討）状況（あてはまるもの１つに○）

カ．　１月 キ．　２月 ク．　３月 ケ． ４月
初旬（入
学式前）

ア．教育
委員会の
ウェブサイ
トに案内を
掲載

イ．自治
体の広報
誌等に案
内を掲載

ケ．小学
校入学
予定者
がいる家
庭へ案
内を送付

コ．その
他

ア．予算
の確保
が困難だ
から

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

２．新入学児童生徒学用品費等の入学前支給（要保護及び準要保護）

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ 就学時健康診断の案内書類とともに配布

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

前年度の就学援助の認定世帯のうち、新小学校１年
生が属する世帯及び小学校６年生に在籍している児
童がいる世帯に対して、事前に申請書類を郵送して
いる。

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ 対象者へ個別通知（郵送）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
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市区町村都道府県

北海道 黒松内町

北海道 蘭越町

北海道 ニセコ町

北海道 真狩村

北海道 留寿都村

北海道 喜茂別町

北海道 京極町

北海道 倶知安町

北海道 共和町

北海道 岩内町

北海道 泊村

北海道 神恵内村

北海道 積丹町

北海道 古平町

北海道 仁木町

北海道 余市町

北海道 赤井川村

北海道 南幌町

北海道 奈井江町

北海道 上砂川町

北海道 由仁町

北海道 長沼町

北海道 栗山町

北海道 月形町

北海道 浦臼町

北海道 新十津川町

北海道 妹背牛町

北海道 秩父別町

北海道 雨竜町

北海道 北竜町

北海道 沼田町

北海道 鷹栖町

北海道 東神楽町

北海道 当麻町

179 0 0 0 0 0 0 178 1 0 0 0 0 0 1 6 9 50 109 4 64 55 88 42 68 18 21 0 41 22 22 1 0 0 0 0 0 0

＜小学校＞（３）（１）でアと回答した場合
は入学前支給を導入した時期、イと回
答した場合は導入開始を検討（予定）し
ている時期

＜小学校＞（４）（１）でアと回答した場合、支給した時期（複数回支給している場合は最初の時期） ＜小学校＞（５）（１）でアと回答した場合、小学校入学前の者に対する周知方法（あてはまるもの全てに○）

ア．令和
５年度
（令和６
年度新
入学分）
以前

イ．令和
６年度
（令和７
年度新
入学分）

ウ．令和
７年度
（令和８
年度新
入学分）
以降

エ．未定 ア．　８月
以前

イ．  ９月 ウ．１０月 エ．１１月 オ．１２月

＜小学校＞（１）実施・検討状況について

＜小学校＞（２）（１）のカの内容カ．その
他

ア．入学
前支給を
行ってい

る

イ．入学
前支給を
行ってい
ないが、
現在検

討はして
いる

ウ．入学
前支給を
行ってお
らず、現
在検討も
していな

い

エ．そも
そも新入
学学用

品やその
費用を無
償化して
いるた

め、入学
前支給を
行ってい

ない

オ．そも
そも対象
者がいな
いため、
入学前
支給を

行ってい
ない

ウ．就学
案内の書
類に記載
又は就学
案内の書
類とともに
配布

エ．就学
時健康診
断の際に
案内を配
布

オ．学校
の入学前
説明会の
際に案内
を配布

カ．域内
の幼稚園
や保育所
で案内を
配布

キ．域内
の小中
学校で在
校生及
び保護
者に対し
て案内を
配布（兄
弟姉妹
がいる場
合など）

ク．民生
委員やス
クール
ソーシャ
ルワー
カー等か
ら案内を
配布

イ．規則
改正など
の内部
手続きに
時間が
かかるか
ら

ウ．認定
回数が
増える、
支給後に
転居へし
た場合の
対応な
ど、事務
業務量
が増加
するから

エ．（入
学前支
給とは異
なる）自
治体独
自の教
育費負
担軽減
制度があ
るから

＜小学校＞（６）（５）のコの内容
＜小学校＞（７）（４）でア．イ．ウ．エに○をした場
合、（入学前支給の）①周知時期、②申請期日、③
（アの場合）支給時期

＜小学校＞（８）（１）でウと回答した場合のその理
由（あてはまるもの全てに○）

＜小学校＞（９）（８）のエ及びオの内容オ．その
他

令和６年７月時点の市区町村の実施（検討）状況（あてはまるもの１つに○）

カ．　１月 キ．　２月 ク．　３月 ケ． ４月
初旬（入
学式前）

ア．教育
委員会の
ウェブサイ
トに案内を
掲載

イ．自治
体の広報
誌等に案
内を掲載

ケ．小学
校入学
予定者
がいる家
庭へ案
内を送付

コ．その
他

ア．予算
の確保
が困難だ
から

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

２．新入学児童生徒学用品費等の入学前支給（要保護及び準要保護）

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
就学児童健康診断の際に教育委員会で就学援助制
度の説明を行っている。

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○
就学時健康診断の案内とともに就学援助制度の書
類を教育委員会から配布

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○



179 179

市区町村都道府県

北海道 比布町

北海道 愛別町

北海道 上川町

北海道 東川町

北海道 美瑛町

北海道 上富良野町

北海道 中富良野町

北海道 南富良野町

北海道 占冠村

北海道 和寒町

北海道 剣淵町

北海道 下川町

北海道 美深町

北海道 音威子府村

北海道 中川町

北海道 幌加内町

北海道 増毛町

北海道 小平町

北海道 苫前町

北海道 羽幌町

北海道 初山別村

北海道 遠別町

北海道 天塩町

北海道 猿払村

北海道 浜頓別町

北海道 中頓別町

北海道 枝幸町

北海道 豊富町

北海道 礼文町

北海道 利尻町

北海道 利尻富士町

北海道 幌延町

179 0 0 0 0 0 0 178 1 0 0 0 0 0 1 6 9 50 109 4 64 55 88 42 68 18 21 0 41 22 22 1 0 0 0 0 0 0

＜小学校＞（３）（１）でアと回答した場合
は入学前支給を導入した時期、イと回
答した場合は導入開始を検討（予定）し
ている時期

＜小学校＞（４）（１）でアと回答した場合、支給した時期（複数回支給している場合は最初の時期） ＜小学校＞（５）（１）でアと回答した場合、小学校入学前の者に対する周知方法（あてはまるもの全てに○）

ア．令和
５年度
（令和６
年度新
入学分）
以前

イ．令和
６年度
（令和７
年度新
入学分）

ウ．令和
７年度
（令和８
年度新
入学分）
以降

エ．未定 ア．　８月
以前

イ．  ９月 ウ．１０月 エ．１１月 オ．１２月

＜小学校＞（１）実施・検討状況について

＜小学校＞（２）（１）のカの内容カ．その
他

ア．入学
前支給を
行ってい

る

イ．入学
前支給を
行ってい
ないが、
現在検

討はして
いる

ウ．入学
前支給を
行ってお
らず、現
在検討も
していな

い

エ．そも
そも新入
学学用

品やその
費用を無
償化して
いるた

め、入学
前支給を
行ってい

ない

オ．そも
そも対象
者がいな
いため、
入学前
支給を

行ってい
ない

ウ．就学
案内の書
類に記載
又は就学
案内の書
類とともに
配布

エ．就学
時健康診
断の際に
案内を配
布

オ．学校
の入学前
説明会の
際に案内
を配布

カ．域内
の幼稚園
や保育所
で案内を
配布

キ．域内
の小中
学校で在
校生及
び保護
者に対し
て案内を
配布（兄
弟姉妹
がいる場
合など）

ク．民生
委員やス
クール
ソーシャ
ルワー
カー等か
ら案内を
配布

イ．規則
改正など
の内部
手続きに
時間が
かかるか
ら

ウ．認定
回数が
増える、
支給後に
転居へし
た場合の
対応な
ど、事務
業務量
が増加
するから

エ．（入
学前支
給とは異
なる）自
治体独
自の教
育費負
担軽減
制度があ
るから

＜小学校＞（６）（５）のコの内容
＜小学校＞（７）（４）でア．イ．ウ．エに○をした場
合、（入学前支給の）①周知時期、②申請期日、③
（アの場合）支給時期

＜小学校＞（８）（１）でウと回答した場合のその理
由（あてはまるもの全てに○）

＜小学校＞（９）（８）のエ及びオの内容オ．その
他

令和６年７月時点の市区町村の実施（検討）状況（あてはまるもの１つに○）

カ．　１月 キ．　２月 ク．　３月 ケ． ４月
初旬（入
学式前）

ア．教育
委員会の
ウェブサイ
トに案内を
掲載

イ．自治
体の広報
誌等に案
内を掲載

ケ．小学
校入学
予定者
がいる家
庭へ案
内を送付

コ．その
他

ア．予算
の確保
が困難だ
から

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

２．新入学児童生徒学用品費等の入学前支給（要保護及び準要保護）

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 町のホームページに制度を掲載

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○
就学時健康診断の際に教育委員会で案内を配布し
ている。

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○
対象となり得る家庭があった場合は個別に周知す
る。

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ①10月上旬、②10月末

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○



179 179

市区町村都道府県

北海道 美幌町

北海道 津別町

北海道 斜里町

北海道 清里町

北海道 小清水町

北海道 訓子府町

北海道 置戸町

北海道 佐呂間町

北海道 遠軽町

北海道 湧別町

北海道 滝上町

北海道 興部町

北海道 西興部村

北海道 雄武町

北海道 大空町

北海道 豊浦町

北海道 壮瞥町

北海道 白老町

北海道 厚真町

北海道 洞爺湖町

北海道 安平町

北海道 むかわ町

北海道 日高町

北海道 平取町

北海道 新冠町

北海道 浦河町

北海道 様似町

北海道 えりも町

北海道 新ひだか町

北海道 音更町

北海道 士幌町

179 0 0 0 0 0 0 178 1 0 0 0 0 0 1 6 9 50 109 4 64 55 88 42 68 18 21 0 41 22 22 1 0 0 0 0 0 0

＜小学校＞（３）（１）でアと回答した場合
は入学前支給を導入した時期、イと回
答した場合は導入開始を検討（予定）し
ている時期

＜小学校＞（４）（１）でアと回答した場合、支給した時期（複数回支給している場合は最初の時期） ＜小学校＞（５）（１）でアと回答した場合、小学校入学前の者に対する周知方法（あてはまるもの全てに○）

ア．令和
５年度
（令和６
年度新
入学分）
以前

イ．令和
６年度
（令和７
年度新
入学分）

ウ．令和
７年度
（令和８
年度新
入学分）
以降

エ．未定 ア．　８月
以前

イ．  ９月 ウ．１０月 エ．１１月 オ．１２月

＜小学校＞（１）実施・検討状況について

＜小学校＞（２）（１）のカの内容カ．その
他

ア．入学
前支給を
行ってい

る

イ．入学
前支給を
行ってい
ないが、
現在検

討はして
いる

ウ．入学
前支給を
行ってお
らず、現
在検討も
していな

い

エ．そも
そも新入
学学用

品やその
費用を無
償化して
いるた

め、入学
前支給を
行ってい

ない

オ．そも
そも対象
者がいな
いため、
入学前
支給を

行ってい
ない

ウ．就学
案内の書
類に記載
又は就学
案内の書
類とともに
配布

エ．就学
時健康診
断の際に
案内を配
布

オ．学校
の入学前
説明会の
際に案内
を配布

カ．域内
の幼稚園
や保育所
で案内を
配布

キ．域内
の小中
学校で在
校生及
び保護
者に対し
て案内を
配布（兄
弟姉妹
がいる場
合など）

ク．民生
委員やス
クール
ソーシャ
ルワー
カー等か
ら案内を
配布

イ．規則
改正など
の内部
手続きに
時間が
かかるか
ら

ウ．認定
回数が
増える、
支給後に
転居へし
た場合の
対応な
ど、事務
業務量
が増加
するから

エ．（入
学前支
給とは異
なる）自
治体独
自の教
育費負
担軽減
制度があ
るから

＜小学校＞（６）（５）のコの内容
＜小学校＞（７）（４）でア．イ．ウ．エに○をした場
合、（入学前支給の）①周知時期、②申請期日、③
（アの場合）支給時期

＜小学校＞（８）（１）でウと回答した場合のその理
由（あてはまるもの全てに○）

＜小学校＞（９）（８）のエ及びオの内容オ．その
他

令和６年７月時点の市区町村の実施（検討）状況（あてはまるもの１つに○）

カ．　１月 キ．　２月 ク．　３月 ケ． ４月
初旬（入
学式前）

ア．教育
委員会の
ウェブサイ
トに案内を
掲載

イ．自治
体の広報
誌等に案
内を掲載

ケ．小学
校入学
予定者
がいる家
庭へ案
内を送付

コ．その
他

ア．予算
の確保
が困難だ
から

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

２．新入学児童生徒学用品費等の入学前支給（要保護及び準要保護）

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
就学時健康診断の実施通知に案内文書を同封して
いる。

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ 教育委員会から対象者へ郵送により配布

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ 就学時健康診断の案内文書とともに配布

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ 就学時健康診断の際に案内を配付



179 179

市区町村都道府県

北海道 上士幌町

北海道 鹿追町

北海道 新得町

北海道 清水町

北海道 芽室町

北海道 中札内村

北海道 更別村

北海道 大樹町

北海道 広尾町

北海道 幕別町

北海道 池田町

北海道 豊頃町

北海道 本別町

北海道 足寄町

北海道 陸別町

北海道 浦幌町

北海道 釧路町

北海道 厚岸町

北海道 浜中町

北海道 標茶町

北海道 弟子屈町

北海道 鶴居村

北海道 白糠町

北海道 別海町

北海道 中標津町

北海道 標津町

北海道 羅臼町

179 0 0 0 0 0 0 178 1 0 0 0 0 0 1 6 9 50 109 4 64 55 88 42 68 18 21 0 41 22 22 1 0 0 0 0 0 0

＜小学校＞（３）（１）でアと回答した場合
は入学前支給を導入した時期、イと回
答した場合は導入開始を検討（予定）し
ている時期

＜小学校＞（４）（１）でアと回答した場合、支給した時期（複数回支給している場合は最初の時期） ＜小学校＞（５）（１）でアと回答した場合、小学校入学前の者に対する周知方法（あてはまるもの全てに○）

ア．令和
５年度
（令和６
年度新
入学分）
以前

イ．令和
６年度
（令和７
年度新
入学分）

ウ．令和
７年度
（令和８
年度新
入学分）
以降

エ．未定 ア．　８月
以前

イ．  ９月 ウ．１０月 エ．１１月 オ．１２月

＜小学校＞（１）実施・検討状況について

＜小学校＞（２）（１）のカの内容カ．その
他

ア．入学
前支給を
行ってい

る

イ．入学
前支給を
行ってい
ないが、
現在検

討はして
いる

ウ．入学
前支給を
行ってお
らず、現
在検討も
していな

い

エ．そも
そも新入
学学用

品やその
費用を無
償化して
いるた

め、入学
前支給を
行ってい

ない

オ．そも
そも対象
者がいな
いため、
入学前
支給を

行ってい
ない

ウ．就学
案内の書
類に記載
又は就学
案内の書
類とともに
配布

エ．就学
時健康診
断の際に
案内を配
布

オ．学校
の入学前
説明会の
際に案内
を配布

カ．域内
の幼稚園
や保育所
で案内を
配布

キ．域内
の小中
学校で在
校生及
び保護
者に対し
て案内を
配布（兄
弟姉妹
がいる場
合など）

ク．民生
委員やス
クール
ソーシャ
ルワー
カー等か
ら案内を
配布

イ．規則
改正など
の内部
手続きに
時間が
かかるか
ら

ウ．認定
回数が
増える、
支給後に
転居へし
た場合の
対応な
ど、事務
業務量
が増加
するから

エ．（入
学前支
給とは異
なる）自
治体独
自の教
育費負
担軽減
制度があ
るから

＜小学校＞（６）（５）のコの内容
＜小学校＞（７）（４）でア．イ．ウ．エに○をした場
合、（入学前支給の）①周知時期、②申請期日、③
（アの場合）支給時期

＜小学校＞（８）（１）でウと回答した場合のその理
由（あてはまるもの全てに○）

＜小学校＞（９）（８）のエ及びオの内容オ．その
他

令和６年７月時点の市区町村の実施（検討）状況（あてはまるもの１つに○）

カ．　１月 キ．　２月 ク．　３月 ケ． ４月
初旬（入
学式前）

ア．教育
委員会の
ウェブサイ
トに案内を
掲載

イ．自治
体の広報
誌等に案
内を掲載

ケ．小学
校入学
予定者
がいる家
庭へ案
内を送付

コ．その
他

ア．予算
の確保
が困難だ
から

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

２．新入学児童生徒学用品費等の入学前支給（要保護及び準要保護）

○ ○ ○ ○ ○ ○ 申請対象となる全家庭へ、案内文書を送付

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ 就学時健康診断の結果とともに送付

○ ○ ○ ○
各家庭に送付する就学時健康診断結果に申請案内
を同封

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○
就学時健康診断の際に教育委員会で就学援助制度
の書類を配布

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ 就学時健康診断の際に各家庭に案内を配布

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○



179 179

北海道 札幌市

北海道 函館市

北海道 小樽市

北海道 旭川市

北海道 室蘭市

北海道 釧路市

北海道 帯広市

北海道 北見市

北海道 夕張市

北海道 岩見沢市

北海道 網走市

北海道 留萌市

北海道 苫小牧市

北海道 稚内市

北海道 美唄市

北海道 芦別市

北海道 江別市

北海道 赤平市

北海道 紋別市

北海道 士別市

北海道 名寄市

北海道 三笠市

北海道 根室市

北海道 千歳市

市区町村都道府県

179 0 0 0 0 0 0 178 1 0 0 1 0 0 1 8 10 48 107 4 0 0 0 0 0 0

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

エ．未定 ア．　８月
以前

イ．  ９月ア．令和５
年度（令
和６年度
新入学
分）以前

イ．令和６
年度（令
和７年度
新入学
分）

ウ．令和７
年度（令
和８年度
新入学
分）以降

＜中学校＞（２）（１）のカの内容

＜中学校＞（３）（１）でアと回答した場合は
入学前支給を導入した時期、イと回答した
場合は導入開始を検討（予定）している時
期

＜中学校＞（４）（１）でアと回答した場合、支給した時期（複数回支給している場合は最初
の時期）

ウ．１０
月

ケ． ４月
初旬（入
学式前）

エ．１１月 オ．１２
月

カ．　１月 キ．　２
月

ク．　３月

＜中学校＞（１）実施・検討状況について

ア．入学
前支給を
行ってい

る

イ．入学
前支給を
行ってい
ないが、
現在検

討はして
いる

ウ．入学
前支給を
行ってお
らず、現
在検討も
していな

い

＜中学校＞（６）（５）のエ及びオの内容ア．予算
の確保
が困難だ
から

イ．規則
改正など
の内部
手続きに
時間が
かかるか
ら

ウ．認定
回数が
増える、
支給後に
転居へし
た場合の
対応な
ど、事務
業務量
が増加
するから

エ．（入
学前支
給とは異
なる）自
治体独
自の教
育費負
担軽減
制度があ
るから

オ．その
他

＜中学校＞（５）（１）でウと回答した場合のその理
由（あてはまるもの全てに○）

令和６年７月時点の市区町村の実施（検討）状況（あてはまるもの１つに○）

エ．そも
そも新入
学学用

品やその
費用を無
償化して
いるた

め、入学
前支給を
行ってい

ない

オ．そも
そも対象
者がいな
いため、
入学前
支給を

行ってい
ない

カ．その
他

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

２．新入学児童生徒学用品費等の入学前支給（要保護及び準要保護）



179 179

市区町村都道府県

北海道 滝川市

北海道 砂川市

北海道 歌志内市

北海道 深川市

北海道 富良野市

北海道 登別市

北海道 恵庭市

北海道 伊達市

北海道 北広島市

北海道 石狩市

北海道 北斗市

北海道 当別町

北海道 新篠津村

北海道 松前町

北海道 福島町

北海道 知内町

北海道 木古内町

北海道 七飯町

北海道 鹿部町

北海道 森町

北海道 八雲町

北海道 長万部町

北海道 江差町

北海道 上ノ国町

北海道 厚沢部町

北海道 乙部町

北海道 奥尻町

北海道 今金町

北海道 せたな町

北海道 島牧村

北海道 寿都町

179 0 0 0 0 0 0 178 1 0 0 1 0 0 1 8 10 48 107 4 0 0 0 0 0 0

エ．未定 ア．　８月
以前

イ．  ９月ア．令和５
年度（令
和６年度
新入学
分）以前

イ．令和６
年度（令
和７年度
新入学
分）

ウ．令和７
年度（令
和８年度
新入学
分）以降

＜中学校＞（２）（１）のカの内容

＜中学校＞（３）（１）でアと回答した場合は
入学前支給を導入した時期、イと回答した
場合は導入開始を検討（予定）している時
期

＜中学校＞（４）（１）でアと回答した場合、支給した時期（複数回支給している場合は最初
の時期）

ウ．１０
月

ケ． ４月
初旬（入
学式前）

エ．１１月 オ．１２
月

カ．　１月 キ．　２
月

ク．　３月

＜中学校＞（１）実施・検討状況について

ア．入学
前支給を
行ってい

る

イ．入学
前支給を
行ってい
ないが、
現在検

討はして
いる

ウ．入学
前支給を
行ってお
らず、現
在検討も
していな

い

＜中学校＞（６）（５）のエ及びオの内容ア．予算
の確保
が困難だ
から

イ．規則
改正など
の内部
手続きに
時間が
かかるか
ら

ウ．認定
回数が
増える、
支給後に
転居へし
た場合の
対応な
ど、事務
業務量
が増加
するから

エ．（入
学前支
給とは異
なる）自
治体独
自の教
育費負
担軽減
制度があ
るから

オ．その
他

＜中学校＞（５）（１）でウと回答した場合のその理
由（あてはまるもの全てに○）

令和６年７月時点の市区町村の実施（検討）状況（あてはまるもの１つに○）

エ．そも
そも新入
学学用

品やその
費用を無
償化して
いるた

め、入学
前支給を
行ってい

ない

オ．そも
そも対象
者がいな
いため、
入学前
支給を

行ってい
ない

カ．その
他

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

２．新入学児童生徒学用品費等の入学前支給（要保護及び準要保護）

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○



179 179

市区町村都道府県

北海道 黒松内町

北海道 蘭越町

北海道 ニセコ町

北海道 真狩村

北海道 留寿都村

北海道 喜茂別町

北海道 京極町

北海道 倶知安町

北海道 共和町

北海道 岩内町

北海道 泊村

北海道 神恵内村

北海道 積丹町

北海道 古平町

北海道 仁木町

北海道 余市町

北海道 赤井川村

北海道 南幌町

北海道 奈井江町

北海道 上砂川町

北海道 由仁町

北海道 長沼町

北海道 栗山町

北海道 月形町

北海道 浦臼町

北海道 新十津川町

北海道 妹背牛町

北海道 秩父別町

北海道 雨竜町

北海道 北竜町

北海道 沼田町

北海道 鷹栖町

北海道 東神楽町

北海道 当麻町

179 0 0 0 0 0 0 178 1 0 0 1 0 0 1 8 10 48 107 4 0 0 0 0 0 0

エ．未定 ア．　８月
以前

イ．  ９月ア．令和５
年度（令
和６年度
新入学
分）以前

イ．令和６
年度（令
和７年度
新入学
分）

ウ．令和７
年度（令
和８年度
新入学
分）以降

＜中学校＞（２）（１）のカの内容

＜中学校＞（３）（１）でアと回答した場合は
入学前支給を導入した時期、イと回答した
場合は導入開始を検討（予定）している時
期

＜中学校＞（４）（１）でアと回答した場合、支給した時期（複数回支給している場合は最初
の時期）

ウ．１０
月

ケ． ４月
初旬（入
学式前）

エ．１１月 オ．１２
月

カ．　１月 キ．　２
月

ク．　３月

＜中学校＞（１）実施・検討状況について

ア．入学
前支給を
行ってい

る

イ．入学
前支給を
行ってい
ないが、
現在検

討はして
いる

ウ．入学
前支給を
行ってお
らず、現
在検討も
していな

い

＜中学校＞（６）（５）のエ及びオの内容ア．予算
の確保
が困難だ
から

イ．規則
改正など
の内部
手続きに
時間が
かかるか
ら

ウ．認定
回数が
増える、
支給後に
転居へし
た場合の
対応な
ど、事務
業務量
が増加
するから

エ．（入
学前支
給とは異
なる）自
治体独
自の教
育費負
担軽減
制度があ
るから

オ．その
他

＜中学校＞（５）（１）でウと回答した場合のその理
由（あてはまるもの全てに○）

令和６年７月時点の市区町村の実施（検討）状況（あてはまるもの１つに○）

エ．そも
そも新入
学学用

品やその
費用を無
償化して
いるた

め、入学
前支給を
行ってい

ない

オ．そも
そも対象
者がいな
いため、
入学前
支給を

行ってい
ない

カ．その
他

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

２．新入学児童生徒学用品費等の入学前支給（要保護及び準要保護）

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○



179 179

市区町村都道府県

北海道 比布町

北海道 愛別町

北海道 上川町

北海道 東川町

北海道 美瑛町

北海道 上富良野町

北海道 中富良野町

北海道 南富良野町

北海道 占冠村

北海道 和寒町

北海道 剣淵町

北海道 下川町

北海道 美深町

北海道 音威子府村

北海道 中川町

北海道 幌加内町

北海道 増毛町

北海道 小平町

北海道 苫前町

北海道 羽幌町

北海道 初山別村

北海道 遠別町

北海道 天塩町

北海道 猿払村

北海道 浜頓別町

北海道 中頓別町

北海道 枝幸町

北海道 豊富町

北海道 礼文町

北海道 利尻町

北海道 利尻富士町

北海道 幌延町

179 0 0 0 0 0 0 178 1 0 0 1 0 0 1 8 10 48 107 4 0 0 0 0 0 0

エ．未定 ア．　８月
以前

イ．  ９月ア．令和５
年度（令
和６年度
新入学
分）以前

イ．令和６
年度（令
和７年度
新入学
分）

ウ．令和７
年度（令
和８年度
新入学
分）以降

＜中学校＞（２）（１）のカの内容

＜中学校＞（３）（１）でアと回答した場合は
入学前支給を導入した時期、イと回答した
場合は導入開始を検討（予定）している時
期

＜中学校＞（４）（１）でアと回答した場合、支給した時期（複数回支給している場合は最初
の時期）

ウ．１０
月

ケ． ４月
初旬（入
学式前）

エ．１１月 オ．１２
月

カ．　１月 キ．　２
月

ク．　３月

＜中学校＞（１）実施・検討状況について

ア．入学
前支給を
行ってい

る

イ．入学
前支給を
行ってい
ないが、
現在検

討はして
いる

ウ．入学
前支給を
行ってお
らず、現
在検討も
していな

い

＜中学校＞（６）（５）のエ及びオの内容ア．予算
の確保
が困難だ
から

イ．規則
改正など
の内部
手続きに
時間が
かかるか
ら

ウ．認定
回数が
増える、
支給後に
転居へし
た場合の
対応な
ど、事務
業務量
が増加
するから

エ．（入
学前支
給とは異
なる）自
治体独
自の教
育費負
担軽減
制度があ
るから

オ．その
他

＜中学校＞（５）（１）でウと回答した場合のその理
由（あてはまるもの全てに○）

令和６年７月時点の市区町村の実施（検討）状況（あてはまるもの１つに○）

エ．そも
そも新入
学学用

品やその
費用を無
償化して
いるた

め、入学
前支給を
行ってい

ない

オ．そも
そも対象
者がいな
いため、
入学前
支給を

行ってい
ない

カ．その
他

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

２．新入学児童生徒学用品費等の入学前支給（要保護及び準要保護）

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○



179 179

市区町村都道府県

北海道 美幌町

北海道 津別町

北海道 斜里町

北海道 清里町

北海道 小清水町

北海道 訓子府町

北海道 置戸町

北海道 佐呂間町

北海道 遠軽町

北海道 湧別町

北海道 滝上町

北海道 興部町

北海道 西興部村

北海道 雄武町

北海道 大空町

北海道 豊浦町

北海道 壮瞥町

北海道 白老町

北海道 厚真町

北海道 洞爺湖町

北海道 安平町

北海道 むかわ町

北海道 日高町

北海道 平取町

北海道 新冠町

北海道 浦河町

北海道 様似町

北海道 えりも町

北海道 新ひだか町

北海道 音更町

北海道 士幌町

179 0 0 0 0 0 0 178 1 0 0 1 0 0 1 8 10 48 107 4 0 0 0 0 0 0

エ．未定 ア．　８月
以前

イ．  ９月ア．令和５
年度（令
和６年度
新入学
分）以前

イ．令和６
年度（令
和７年度
新入学
分）

ウ．令和７
年度（令
和８年度
新入学
分）以降

＜中学校＞（２）（１）のカの内容

＜中学校＞（３）（１）でアと回答した場合は
入学前支給を導入した時期、イと回答した
場合は導入開始を検討（予定）している時
期

＜中学校＞（４）（１）でアと回答した場合、支給した時期（複数回支給している場合は最初
の時期）

ウ．１０
月

ケ． ４月
初旬（入
学式前）

エ．１１月 オ．１２
月

カ．　１月 キ．　２
月

ク．　３月

＜中学校＞（１）実施・検討状況について

ア．入学
前支給を
行ってい

る

イ．入学
前支給を
行ってい
ないが、
現在検

討はして
いる

ウ．入学
前支給を
行ってお
らず、現
在検討も
していな

い

＜中学校＞（６）（５）のエ及びオの内容ア．予算
の確保
が困難だ
から

イ．規則
改正など
の内部
手続きに
時間が
かかるか
ら

ウ．認定
回数が
増える、
支給後に
転居へし
た場合の
対応な
ど、事務
業務量
が増加
するから

エ．（入
学前支
給とは異
なる）自
治体独
自の教
育費負
担軽減
制度があ
るから

オ．その
他

＜中学校＞（５）（１）でウと回答した場合のその理
由（あてはまるもの全てに○）

令和６年７月時点の市区町村の実施（検討）状況（あてはまるもの１つに○）

エ．そも
そも新入
学学用

品やその
費用を無
償化して
いるた

め、入学
前支給を
行ってい

ない

オ．そも
そも対象
者がいな
いため、
入学前
支給を

行ってい
ない

カ．その
他

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

２．新入学児童生徒学用品費等の入学前支給（要保護及び準要保護）

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○



179 179

市区町村都道府県

北海道 上士幌町

北海道 鹿追町

北海道 新得町

北海道 清水町

北海道 芽室町

北海道 中札内村

北海道 更別村

北海道 大樹町

北海道 広尾町

北海道 幕別町

北海道 池田町

北海道 豊頃町

北海道 本別町

北海道 足寄町

北海道 陸別町

北海道 浦幌町

北海道 釧路町

北海道 厚岸町

北海道 浜中町

北海道 標茶町

北海道 弟子屈町

北海道 鶴居村

北海道 白糠町

北海道 別海町

北海道 中標津町

北海道 標津町

北海道 羅臼町

179 0 0 0 0 0 0 178 1 0 0 1 0 0 1 8 10 48 107 4 0 0 0 0 0 0

エ．未定 ア．　８月
以前

イ．  ９月ア．令和５
年度（令
和６年度
新入学
分）以前

イ．令和６
年度（令
和７年度
新入学
分）

ウ．令和７
年度（令
和８年度
新入学
分）以降

＜中学校＞（２）（１）のカの内容

＜中学校＞（３）（１）でアと回答した場合は
入学前支給を導入した時期、イと回答した
場合は導入開始を検討（予定）している時
期

＜中学校＞（４）（１）でアと回答した場合、支給した時期（複数回支給している場合は最初
の時期）

ウ．１０
月

ケ． ４月
初旬（入
学式前）

エ．１１月 オ．１２
月

カ．　１月 キ．　２
月

ク．　３月

＜中学校＞（１）実施・検討状況について

ア．入学
前支給を
行ってい

る

イ．入学
前支給を
行ってい
ないが、
現在検

討はして
いる

ウ．入学
前支給を
行ってお
らず、現
在検討も
していな

い

＜中学校＞（６）（５）のエ及びオの内容ア．予算
の確保
が困難だ
から

イ．規則
改正など
の内部
手続きに
時間が
かかるか
ら

ウ．認定
回数が
増える、
支給後に
転居へし
た場合の
対応な
ど、事務
業務量
が増加
するから

エ．（入
学前支
給とは異
なる）自
治体独
自の教
育費負
担軽減
制度があ
るから

オ．その
他

＜中学校＞（５）（１）でウと回答した場合のその理
由（あてはまるもの全てに○）

令和６年７月時点の市区町村の実施（検討）状況（あてはまるもの１つに○）

エ．そも
そも新入
学学用

品やその
費用を無
償化して
いるた

め、入学
前支給を
行ってい

ない

オ．そも
そも対象
者がいな
いため、
入学前
支給を

行ってい
ない

カ．その
他

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

２．新入学児童生徒学用品費等の入学前支給（要保護及び準要保護）

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○
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北海道 札幌市

北海道 函館市

北海道 小樽市

北海道 旭川市

北海道 室蘭市

北海道 釧路市

北海道 帯広市

北海道 北見市

北海道 夕張市

北海道 岩見沢市

北海道 網走市

北海道 留萌市

北海道 苫小牧市

北海道 稚内市

北海道 美唄市

北海道 芦別市

北海道 江別市

北海道 赤平市

北海道 紋別市

北海道 士別市

北海道 名寄市

北海道 三笠市

北海道 根室市

北海道 千歳市

市区町村都道府県

４．就学援助率

（２）（１）
で ソ，タ
又はチ
に○を
した場
合，生
活保護
基準額
等に掛
ける係
数（倍
率）

（３）（１）
で ツに
○をし
た場
合，市
区町村
民税課
税最低
限度額
に掛け
る係数
（倍率）

倍 倍

141 139 134 131 132 138 93 68 122 125 78 73 88 105 104 62 12 1 14 22 173 1 22 4 179

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.1
風水害・地震・火災等の災害により個人事業主等に
係る個人事業税が全額免除されている者

20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.5
主たる生計維持者が会社都合により退職した場合
は，特例措置により認定基準を緩和している。

35%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 30%未満

○ ○ ○ ○ ○ 1.32 25%未満

○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ 1.2 25%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.29 20%未満

○ 1.3 20%未満

○ 1.25 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 経済的な理由により学用品費等の購入が困難な者 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 20%未満

○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.5

前年度の総収入が生活保護の認定基準の1.5倍を
超過していた場合でも、収入の激減や無収入となっ
た場合、医療費負担の増加などにより世帯状況を考
慮することとなった場合などに、対象とすることもあ
る。　※テ．に関しては規則に明記はないが状況に
応じて認定することもある。

20%未満

○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2 15%未満

○ ○ 1.5 25%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ 1.3 25%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.7 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.1 15%未満

３．就学援助制度の根拠規定・認定基準について

ト．その
他

係数
（倍率）

係数
（倍率）

ス．保
護者の
職業が
不安定
で、生
活状態
が悪い
と認め
られる
者

セ．生
活福祉
資金に
よる貸
付け

ソ．生
活保護
の基準
額に一
定の係
数を掛
けたも
の（生
活保護
の基準
額が変
わると
自動的
に要件
が変わ
るもの）
（例：生
活保護
の1.3
倍、1.5
倍等）
（係数
（倍率）
を（４）
に記入
してくだ
さい。）

タ．生活
保護の
基準額
に一定
の係数
を掛け
たもの
（生活
保護の
基準額
を参照
して額
を定め
ている
もの）
（例：生
活保護
の1.3倍
の額
（394万
円）、1.5
倍（455
万円）
等）（係
数（倍
率）を
（４）に
記入し

チ．特
別支援
教育就
学奨励
費の需
要額測
定に用
いる保
護基準
額、又
は同基
準額に
一定の
係数を
掛けた
もの（係
数（倍
率）を
（４）に
記入し
てくださ
い。記
入例は
コメント
欄参
照）

ツ．市
区町村
民税
（所得
割又は
均等
割）課
税最低
限度額
に一定
の係数
を掛け
たもの
（例：課
税最低
限度額
の1.0
倍、1.5
倍等）
（係数お
よび目
安額を
（５）に
記入し
てくださ
い。）

ウ．市区町村民
税の減免

エ．国民年金保
険料の免除

オ．国民
健康保険
法の保険
料の減免
または徴
収の猶予

カ．児童
扶養手当
の支給

ア．生活保護
法に基づく保
護の停止また
は廃止

イ．市区
町村民税
の非課税

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

（５）補足事項

テ．離
職や病
気等の
理由に
よって
家計が
急変し
た者

（１）　令和６年度当初における準要保護の認定基準（該当するもの全てに○）

（４）（１）でトと回答した場合，その他の基準の内容

キ．保護者が職業安定
所登録日雇労働者

ク．PTA会費、学級費等
の学校納付金の減免が
行われている者

ケ．個人の事業
税の減免

コ．固定資産税
の減免

サ．学
校納付
金の納
付状態
の悪い
者、昼
食、被
服等が
悪い者
または
学用
品、通
学用品
等に不
自由し
ている
者等で
保護者
の生活
状態が
きわめ
て悪い
と認め
られる
もの

シ．経
済的な
理由に
よる欠
席日数
が多い
者 令和５年度
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市区町村都道府県

北海道 滝川市

北海道 砂川市

北海道 歌志内市

北海道 深川市

北海道 富良野市

北海道 登別市

北海道 恵庭市

北海道 伊達市

北海道 北広島市

北海道 石狩市

北海道 北斗市

北海道 当別町

北海道 新篠津村

北海道 松前町

北海道 福島町

北海道 知内町

北海道 木古内町

北海道 七飯町

北海道 鹿部町

北海道 森町

北海道 八雲町

北海道 長万部町

北海道 江差町

北海道 上ノ国町

北海道 厚沢部町

北海道 乙部町

北海道 奥尻町

北海道 今金町

北海道 せたな町

北海道 島牧村

北海道 寿都町

４．就学援助率

（２）（１）
で ソ，タ
又はチ
に○を
した場
合，生
活保護
基準額
等に掛
ける係
数（倍
率）

（３）（１）
で ツに
○をし
た場
合，市
区町村
民税課
税最低
限度額
に掛け
る係数
（倍率）

倍 倍

141 139 134 131 132 138 93 68 122 125 78 73 88 105 104 62 12 1 14 22 173 1 22 4 179

３．就学援助制度の根拠規定・認定基準について

ト．その
他

係数
（倍率）

係数
（倍率）

ス．保
護者の
職業が
不安定
で、生
活状態
が悪い
と認め
られる
者

セ．生
活福祉
資金に
よる貸
付け

ソ．生
活保護
の基準
額に一
定の係
数を掛
けたも
の（生
活保護
の基準
額が変
わると
自動的
に要件
が変わ
るもの）
（例：生
活保護
の1.3
倍、1.5
倍等）
（係数
（倍率）
を（４）
に記入
してくだ
さい。）

タ．生活
保護の
基準額
に一定
の係数
を掛け
たもの
（生活
保護の
基準額
を参照
して額
を定め
ている
もの）
（例：生
活保護
の1.3倍
の額
（394万
円）、1.5
倍（455
万円）
等）（係
数（倍
率）を
（４）に
記入し

チ．特
別支援
教育就
学奨励
費の需
要額測
定に用
いる保
護基準
額、又
は同基
準額に
一定の
係数を
掛けた
もの（係
数（倍
率）を
（４）に
記入し
てくださ
い。記
入例は
コメント
欄参
照）

ツ．市
区町村
民税
（所得
割又は
均等
割）課
税最低
限度額
に一定
の係数
を掛け
たもの
（例：課
税最低
限度額
の1.0
倍、1.5
倍等）
（係数お
よび目
安額を
（５）に
記入し
てくださ
い。）

ウ．市区町村民
税の減免

エ．国民年金保
険料の免除

オ．国民
健康保険
法の保険
料の減免
または徴
収の猶予

カ．児童
扶養手当
の支給

ア．生活保護
法に基づく保
護の停止また
は廃止

イ．市区
町村民税
の非課税

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

（５）補足事項

テ．離
職や病
気等の
理由に
よって
家計が
急変し
た者

（１）　令和６年度当初における準要保護の認定基準（該当するもの全てに○）

（４）（１）でトと回答した場合，その他の基準の内容

キ．保護者が職業安定
所登録日雇労働者

ク．PTA会費、学級費等
の学校納付金の減免が
行われている者

ケ．個人の事業
税の減免

コ．固定資産税
の減免

サ．学
校納付
金の納
付状態
の悪い
者、昼
食、被
服等が
悪い者
または
学用
品、通
学用品
等に不
自由し
ている
者等で
保護者
の生活
状態が
きわめ
て悪い
と認め
られる
もの

シ．経
済的な
理由に
よる欠
席日数
が多い
者 令和５年度

○ 1.3

児童若しくは生徒又は就学予定者が親権者に監護
されず、又は親権者と生計を同じくしない場合にあっ
ては、児童若しくは生徒又は就学要諦者を監護し、
その生計を維持する者。

25%未満

○ 1.3 15%未満

○ 1.3 25%未満

○ 1.3 15%未満

○ 1.3 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 その他特別な理由のある場合 20%未満

○ 1.4 20%未満

○ 1.3 20%未満

○ 1.3 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.4 20%未満

○ 1.3 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 10%未満

○ 1.29 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 その他特別な事情が考慮されるもの 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 25%未満

○ 1.3 10%未満

○ 1.3 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2 20%未満

○ 1.1 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 25%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.1 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.1 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ 1.05 10%未満
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市区町村都道府県

北海道 黒松内町

北海道 蘭越町

北海道 ニセコ町

北海道 真狩村

北海道 留寿都村

北海道 喜茂別町

北海道 京極町

北海道 倶知安町

北海道 共和町

北海道 岩内町

北海道 泊村

北海道 神恵内村

北海道 積丹町

北海道 古平町

北海道 仁木町

北海道 余市町

北海道 赤井川村

北海道 南幌町

北海道 奈井江町

北海道 上砂川町

北海道 由仁町

北海道 長沼町

北海道 栗山町

北海道 月形町

北海道 浦臼町

北海道 新十津川町

北海道 妹背牛町

北海道 秩父別町

北海道 雨竜町

北海道 北竜町

北海道 沼田町

北海道 鷹栖町

北海道 東神楽町

北海道 当麻町

４．就学援助率

（２）（１）
で ソ，タ
又はチ
に○を
した場
合，生
活保護
基準額
等に掛
ける係
数（倍
率）

（３）（１）
で ツに
○をし
た場
合，市
区町村
民税課
税最低
限度額
に掛け
る係数
（倍率）

倍 倍

141 139 134 131 132 138 93 68 122 125 78 73 88 105 104 62 12 1 14 22 173 1 22 4 179

３．就学援助制度の根拠規定・認定基準について

ト．その
他

係数
（倍率）

係数
（倍率）

ス．保
護者の
職業が
不安定
で、生
活状態
が悪い
と認め
られる
者

セ．生
活福祉
資金に
よる貸
付け

ソ．生
活保護
の基準
額に一
定の係
数を掛
けたも
の（生
活保護
の基準
額が変
わると
自動的
に要件
が変わ
るもの）
（例：生
活保護
の1.3
倍、1.5
倍等）
（係数
（倍率）
を（４）
に記入
してくだ
さい。）

タ．生活
保護の
基準額
に一定
の係数
を掛け
たもの
（生活
保護の
基準額
を参照
して額
を定め
ている
もの）
（例：生
活保護
の1.3倍
の額
（394万
円）、1.5
倍（455
万円）
等）（係
数（倍
率）を
（４）に
記入し

チ．特
別支援
教育就
学奨励
費の需
要額測
定に用
いる保
護基準
額、又
は同基
準額に
一定の
係数を
掛けた
もの（係
数（倍
率）を
（４）に
記入し
てくださ
い。記
入例は
コメント
欄参
照）

ツ．市
区町村
民税
（所得
割又は
均等
割）課
税最低
限度額
に一定
の係数
を掛け
たもの
（例：課
税最低
限度額
の1.0
倍、1.5
倍等）
（係数お
よび目
安額を
（５）に
記入し
てくださ
い。）

ウ．市区町村民
税の減免

エ．国民年金保
険料の免除

オ．国民
健康保険
法の保険
料の減免
または徴
収の猶予

カ．児童
扶養手当
の支給

ア．生活保護
法に基づく保
護の停止また
は廃止

イ．市区
町村民税
の非課税

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

（５）補足事項

テ．離
職や病
気等の
理由に
よって
家計が
急変し
た者

（１）　令和６年度当初における準要保護の認定基準（該当するもの全てに○）

（４）（１）でトと回答した場合，その他の基準の内容

キ．保護者が職業安定
所登録日雇労働者

ク．PTA会費、学級費等
の学校納付金の減免が
行われている者

ケ．個人の事業
税の減免

コ．固定資産税
の減免

サ．学
校納付
金の納
付状態
の悪い
者、昼
食、被
服等が
悪い者
または
学用
品、通
学用品
等に不
自由し
ている
者等で
保護者
の生活
状態が
きわめ
て悪い
と認め
られる
もの

シ．経
済的な
理由に
よる欠
席日数
が多い
者 令和５年度

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3
上記に当てはまらないが経済的に困窮している場合
に検討

20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3
ひとり親世帯や長期にわたる病気療養中の者がい
るなど特別の事情がある者については、1.5倍未満

20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 オについては、減免世帯のみ該当 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 25%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2 25%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
PTA会費、学級費等、学校納付金の減免を受けてい
る者で生活状態が特に悪いと認められる者、世帯更
生資金の貸付を受けている者

15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 経済的理由により困っている。
（４）生活保護基準額等に掛ける係数（倍率）につい
て、令和５年度途中に1.2倍→1.3倍へ改正しました

35%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.1
特に教育長が必要と認める者。要綱上１．１倍以下
の者と規定しているが、１．３倍以下の者についても
特に教育長が認める者として認定している。

25%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 25%未満

○ 1.3 15%未満

○ 1.3 40%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 10%未満

○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 25%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 5%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 5%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 5%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.35 10%未満

○ ○ ○ ○ 1.2
児童生徒の在籍する学校の校長の意見により、教
育委員会が調査のうえ、特別な事情があると認める
者

30%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.265
病気・事故・災害などにより学校の学習に必要な費
用の負担が困難な方

15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 20%未満
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市区町村都道府県

北海道 比布町

北海道 愛別町

北海道 上川町

北海道 東川町

北海道 美瑛町

北海道 上富良野町

北海道 中富良野町

北海道 南富良野町

北海道 占冠村

北海道 和寒町

北海道 剣淵町

北海道 下川町

北海道 美深町

北海道 音威子府村

北海道 中川町

北海道 幌加内町

北海道 増毛町

北海道 小平町

北海道 苫前町

北海道 羽幌町

北海道 初山別村

北海道 遠別町

北海道 天塩町

北海道 猿払村

北海道 浜頓別町

北海道 中頓別町

北海道 枝幸町

北海道 豊富町

北海道 礼文町

北海道 利尻町

北海道 利尻富士町

北海道 幌延町

４．就学援助率

（２）（１）
で ソ，タ
又はチ
に○を
した場
合，生
活保護
基準額
等に掛
ける係
数（倍
率）

（３）（１）
で ツに
○をし
た場
合，市
区町村
民税課
税最低
限度額
に掛け
る係数
（倍率）

倍 倍

141 139 134 131 132 138 93 68 122 125 78 73 88 105 104 62 12 1 14 22 173 1 22 4 179

３．就学援助制度の根拠規定・認定基準について

ト．その
他

係数
（倍率）

係数
（倍率）

ス．保
護者の
職業が
不安定
で、生
活状態
が悪い
と認め
られる
者

セ．生
活福祉
資金に
よる貸
付け

ソ．生
活保護
の基準
額に一
定の係
数を掛
けたも
の（生
活保護
の基準
額が変
わると
自動的
に要件
が変わ
るもの）
（例：生
活保護
の1.3
倍、1.5
倍等）
（係数
（倍率）
を（４）
に記入
してくだ
さい。）

タ．生活
保護の
基準額
に一定
の係数
を掛け
たもの
（生活
保護の
基準額
を参照
して額
を定め
ている
もの）
（例：生
活保護
の1.3倍
の額
（394万
円）、1.5
倍（455
万円）
等）（係
数（倍
率）を
（４）に
記入し

チ．特
別支援
教育就
学奨励
費の需
要額測
定に用
いる保
護基準
額、又
は同基
準額に
一定の
係数を
掛けた
もの（係
数（倍
率）を
（４）に
記入し
てくださ
い。記
入例は
コメント
欄参
照）

ツ．市
区町村
民税
（所得
割又は
均等
割）課
税最低
限度額
に一定
の係数
を掛け
たもの
（例：課
税最低
限度額
の1.0
倍、1.5
倍等）
（係数お
よび目
安額を
（５）に
記入し
てくださ
い。）

ウ．市区町村民
税の減免

エ．国民年金保
険料の免除

オ．国民
健康保険
法の保険
料の減免
または徴
収の猶予

カ．児童
扶養手当
の支給

ア．生活保護
法に基づく保
護の停止また
は廃止

イ．市区
町村民税
の非課税

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

（５）補足事項

テ．離
職や病
気等の
理由に
よって
家計が
急変し
た者

（１）　令和６年度当初における準要保護の認定基準（該当するもの全てに○）

（４）（１）でトと回答した場合，その他の基準の内容

キ．保護者が職業安定
所登録日雇労働者

ク．PTA会費、学級費等
の学校納付金の減免が
行われている者

ケ．個人の事業
税の減免

コ．固定資産税
の減免

サ．学
校納付
金の納
付状態
の悪い
者、昼
食、被
服等が
悪い者
または
学用
品、通
学用品
等に不
自由し
ている
者等で
保護者
の生活
状態が
きわめ
て悪い
と認め
られる
もの

シ．経
済的な
理由に
よる欠
席日数
が多い
者 令和５年度

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2 15%未満

○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2 10%未満

○ 1.2 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 特に援助が必要であると教育長が認めた場合 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
児童生徒の保護者が、下記（11）補足事項のいずれ
かに該当するもので教育委員会が定めた基準（収入
額が生活保護基準以下）以内の者

①生活保護が停止若しくは廃止を受けた者 ②町民
税の非課税若しくは減免を受けた者 ③個人事業税
又は固定資産税が減免若しくは免除を受けた者　④
国民年金又は国民健康保険料（税）の減免若しくは
領収猶予を受けた者　⑤児童扶養手当の支給を受
けた者　⑥生活福祉資金の貸付を受けた者　⑦その
他経済的理由により就学費用の負担が困難である
者

10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 25%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 25%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3

保護者（または家族）の失業や賃金の未払いまたは
減額を受けたとき。
学校が児童生徒の生活状況や家庭の諸事情の調
査等により、準要保護が必要なとき。
本人から経済的理由により生活が困窮していると申
し出があるとき。

15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 10%未満

○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 5%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 5%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 その他教育委員会が特に必要と認める者 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ 1 5%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 5%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.4

保護者（または家族）の失業、学校が児童生徒の生
活状況や家庭の諸事情の調査により準用保護が必
要と認めるとき、本人から経済的理由により生活が
困窮していると申し出があるとき

10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満
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市区町村都道府県

北海道 美幌町

北海道 津別町

北海道 斜里町

北海道 清里町

北海道 小清水町

北海道 訓子府町

北海道 置戸町

北海道 佐呂間町

北海道 遠軽町

北海道 湧別町

北海道 滝上町

北海道 興部町

北海道 西興部村

北海道 雄武町

北海道 大空町

北海道 豊浦町

北海道 壮瞥町

北海道 白老町

北海道 厚真町

北海道 洞爺湖町

北海道 安平町

北海道 むかわ町

北海道 日高町

北海道 平取町

北海道 新冠町

北海道 浦河町

北海道 様似町

北海道 えりも町

北海道 新ひだか町

北海道 音更町

北海道 士幌町

４．就学援助率

（２）（１）
で ソ，タ
又はチ
に○を
した場
合，生
活保護
基準額
等に掛
ける係
数（倍
率）

（３）（１）
で ツに
○をし
た場
合，市
区町村
民税課
税最低
限度額
に掛け
る係数
（倍率）

倍 倍

141 139 134 131 132 138 93 68 122 125 78 73 88 105 104 62 12 1 14 22 173 1 22 4 179

３．就学援助制度の根拠規定・認定基準について

ト．その
他

係数
（倍率）

係数
（倍率）

ス．保
護者の
職業が
不安定
で、生
活状態
が悪い
と認め
られる
者

セ．生
活福祉
資金に
よる貸
付け

ソ．生
活保護
の基準
額に一
定の係
数を掛
けたも
の（生
活保護
の基準
額が変
わると
自動的
に要件
が変わ
るもの）
（例：生
活保護
の1.3
倍、1.5
倍等）
（係数
（倍率）
を（４）
に記入
してくだ
さい。）

タ．生活
保護の
基準額
に一定
の係数
を掛け
たもの
（生活
保護の
基準額
を参照
して額
を定め
ている
もの）
（例：生
活保護
の1.3倍
の額
（394万
円）、1.5
倍（455
万円）
等）（係
数（倍
率）を
（４）に
記入し

チ．特
別支援
教育就
学奨励
費の需
要額測
定に用
いる保
護基準
額、又
は同基
準額に
一定の
係数を
掛けた
もの（係
数（倍
率）を
（４）に
記入し
てくださ
い。記
入例は
コメント
欄参
照）

ツ．市
区町村
民税
（所得
割又は
均等
割）課
税最低
限度額
に一定
の係数
を掛け
たもの
（例：課
税最低
限度額
の1.0
倍、1.5
倍等）
（係数お
よび目
安額を
（５）に
記入し
てくださ
い。）

ウ．市区町村民
税の減免

エ．国民年金保
険料の免除

オ．国民
健康保険
法の保険
料の減免
または徴
収の猶予

カ．児童
扶養手当
の支給

ア．生活保護
法に基づく保
護の停止また
は廃止

イ．市区
町村民税
の非課税

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

（５）補足事項

テ．離
職や病
気等の
理由に
よって
家計が
急変し
た者

（１）　令和６年度当初における準要保護の認定基準（該当するもの全てに○）

（４）（１）でトと回答した場合，その他の基準の内容

キ．保護者が職業安定
所登録日雇労働者

ク．PTA会費、学級費等
の学校納付金の減免が
行われている者

ケ．個人の事業
税の減免

コ．固定資産税
の減免

サ．学
校納付
金の納
付状態
の悪い
者、昼
食、被
服等が
悪い者
または
学用
品、通
学用品
等に不
自由し
ている
者等で
保護者
の生活
状態が
きわめ
て悪い
と認め
られる
もの

シ．経
済的な
理由に
よる欠
席日数
が多い
者 令和５年度

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.47 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.5 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.5 15%未満

○ 1.4 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.5 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.5 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2 15%未満

○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.4 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 その他経済的理由で生活が困窮している 25%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.1 30%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 30%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.5 30%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.1 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 35%未満

○ 1.2 10%未満

○ 1.4 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 25%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 25%未満

○ ○ ○ 特別事情による生活困窮 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20%未満

○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.5 30%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.15 15%未満
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市区町村都道府県

北海道 上士幌町

北海道 鹿追町

北海道 新得町

北海道 清水町

北海道 芽室町

北海道 中札内村

北海道 更別村

北海道 大樹町

北海道 広尾町

北海道 幕別町

北海道 池田町

北海道 豊頃町

北海道 本別町

北海道 足寄町

北海道 陸別町

北海道 浦幌町

北海道 釧路町

北海道 厚岸町

北海道 浜中町

北海道 標茶町

北海道 弟子屈町

北海道 鶴居村

北海道 白糠町

北海道 別海町

北海道 中標津町

北海道 標津町

北海道 羅臼町

４．就学援助率

（２）（１）
で ソ，タ
又はチ
に○を
した場
合，生
活保護
基準額
等に掛
ける係
数（倍
率）

（３）（１）
で ツに
○をし
た場
合，市
区町村
民税課
税最低
限度額
に掛け
る係数
（倍率）

倍 倍

141 139 134 131 132 138 93 68 122 125 78 73 88 105 104 62 12 1 14 22 173 1 22 4 179

３．就学援助制度の根拠規定・認定基準について

ト．その
他

係数
（倍率）

係数
（倍率）

ス．保
護者の
職業が
不安定
で、生
活状態
が悪い
と認め
られる
者

セ．生
活福祉
資金に
よる貸
付け

ソ．生
活保護
の基準
額に一
定の係
数を掛
けたも
の（生
活保護
の基準
額が変
わると
自動的
に要件
が変わ
るもの）
（例：生
活保護
の1.3
倍、1.5
倍等）
（係数
（倍率）
を（４）
に記入
してくだ
さい。）

タ．生活
保護の
基準額
に一定
の係数
を掛け
たもの
（生活
保護の
基準額
を参照
して額
を定め
ている
もの）
（例：生
活保護
の1.3倍
の額
（394万
円）、1.5
倍（455
万円）
等）（係
数（倍
率）を
（４）に
記入し

チ．特
別支援
教育就
学奨励
費の需
要額測
定に用
いる保
護基準
額、又
は同基
準額に
一定の
係数を
掛けた
もの（係
数（倍
率）を
（４）に
記入し
てくださ
い。記
入例は
コメント
欄参
照）

ツ．市
区町村
民税
（所得
割又は
均等
割）課
税最低
限度額
に一定
の係数
を掛け
たもの
（例：課
税最低
限度額
の1.0
倍、1.5
倍等）
（係数お
よび目
安額を
（５）に
記入し
てくださ
い。）

ウ．市区町村民
税の減免

エ．国民年金保
険料の免除

オ．国民
健康保険
法の保険
料の減免
または徴
収の猶予

カ．児童
扶養手当
の支給

ア．生活保護
法に基づく保
護の停止また
は廃止

イ．市区
町村民税
の非課税

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

（５）補足事項

テ．離
職や病
気等の
理由に
よって
家計が
急変し
た者

（１）　令和６年度当初における準要保護の認定基準（該当するもの全てに○）

（４）（１）でトと回答した場合，その他の基準の内容

キ．保護者が職業安定
所登録日雇労働者

ク．PTA会費、学級費等
の学校納付金の減免が
行われている者

ケ．個人の事業
税の減免

コ．固定資産税
の減免

サ．学
校納付
金の納
付状態
の悪い
者、昼
食、被
服等が
悪い者
または
学用
品、通
学用品
等に不
自由し
ている
者等で
保護者
の生活
状態が
きわめ
て悪い
と認め
られる
もの

シ．経
済的な
理由に
よる欠
席日数
が多い
者 令和５年度

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.5 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ 1.5 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3

長期療養、火災、交通事故等の不慮の災害により経
済的に困っているもの
保護者の失業、勤務先の倒産または賃金不払い等
の理由により経済的に困っているもの

10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 10%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2 30%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2 25%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 25%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.3 15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2 30%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2 20%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.2 20%未満

○ 1.3 10%未満

○ ○ 1.3

・世帯の一員の疾病等に係る医療費等の支払により
困窮し、世帯の収入が、生活保護法第８条第１項の
規定により算定された要保護者の需要額の1.5倍に
満たない者
・災害、その他特別な事由により要保護者に準ずる
程度に困窮していると教育委員会が認める者

15%未満

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1.5 15%未満

○ ○ ○ 1.5 10%未満
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北海道 札幌市

北海道 函館市

北海道 小樽市

北海道 旭川市

北海道 室蘭市

北海道 釧路市

北海道 帯広市

北海道 北見市

北海道 夕張市

北海道 岩見沢市

北海道 網走市

北海道 留萌市

北海道 苫小牧市

北海道 稚内市

北海道 美唄市

北海道 芦別市

北海道 江別市

北海道 赤平市

北海道 紋別市

北海道 士別市

北海道 名寄市

北海道 三笠市

北海道 根室市

北海道 千歳市

市区町村都道府県

費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項

179 3 3 24 24 24 150 150 3 21 179 1 1 22 22 22 156 156 1 10 47 40 40 1 1 1 1 1 2 26 174 145 145 25 25 25 4 4 2 22 138 52 52 64 64 64 22 22 1 19 99 12 12 37 37 37 47 47 4 29 45

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 35800 ○ ○ 17267

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 0 実績無し ○ ○ 26320

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 24215 ○ ○ 20269
校外活動費（宿泊を伴わないもの）について、執行額
による記入が困難であるため、令和6年度予算に計
上した単価を記載。

○ ○ 15500
通学用品と校外活
動費（宿泊を伴わ
ないもの）を含む。

○ ○ 54790 ○ ○ 25900 ○ ○ 20289

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 22820 ○ ○ 11000 9068 ○ ○ 14000 9851

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 6479 ○ ○ 66000 22070

○ ○ (５)に記載 ○ ○ 57060 ○ ○ 21321 ○ ○ 21669
学用品費：1年生13,224円、2～6年生15,492円（通学
費用品費と校外学習費を合わせた額を支給）
体育実技用具費：現物支給

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 21677
支給平均額は、令和6年度予算に計上した単価（医
療費・給食費は令和5年度実績）

○ ○ 11630 ○ ○ 54060 ○ ○ 22690 19369

○ ○ 11600 ○ ○ 57060 ○ ○ 20890 ○ ○ 10696 ○ ○ 6160

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 0 ○ ○ 19287 ○ ○ 14000

○ ○ 11630 ○ ○ 54060 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 22690 ○ ○ 11000 11000

通学用品費について、2,270円（１年生対象外）
平均支給額については、令和６年度に予算計上した
単価を使用。通学費、医療費は実績なしのため0
円。

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 0 ○ ○ 27126 ○ ○ 11000 11000

○ ○ 11630
1年生以外
13,900円

○ ○ 57060 ○ ○ 0 支給実績なし ○ ○ 24188 ○ ○ 14000 13011

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 22690 21817 ○ ○ 11000 10429 ○ ○ 14000 10429

通学用品費、校外活動費（宿泊を伴わないもの）は
学用品費に含めて支給している。第一学年は通学用
品費の援助を除いているため、他学年より少額と
なっている。

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 0 ○ ○ 22566 ○ ○ 11000 ○ ○ 14000 0
オンライン学習通信費、医療費、学校給食費につい
ては、実績なし（学校給食費については令和４年３月
から無償化となっております。）

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 45241 ○ ○ 22690 20451 ○ ○ 11000 0 R6～支給

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 18088 ○ ○ 11000 11000

○ ○ 11630 11630 〇 ○ ○ 57060 56428 ○ ○ 0 〇 ○ ○ 21385 ○ ○ 9586 ○ ○ 14000 13358

通学費及び生徒会費実績なし。
学用品費、通学用品費、校外活動費（宿泊なし）は
合わせて支給しているため平均額の記入が困難な
ため単価を記入。

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 12110 ○ ○ 23187 ○ ○ 10389 ○ ○ 14000

・市内小学生にかかる医療費は市で助成しているた
め無料。
・クラブ活動費及び生徒会費については保護者負担
がないため、支給していない。

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 21990 ○ ○ 11000 11000 ○ ○ 14000
1世帯について1支
給

○ ○ 11630 ○ ○ 54060 ○ ○ 20520 ○ ○ 17448 ○ ○ 0 支給実績なし

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 26832 ○ ○ 11000 10429

○ ○

１年生
13,230
2年生
以上
15,500

○ ○ 57060 ○ ○ 学用品費に含む ○ ○ 17832 ○ ○ 11000 9009 ○ ○ 14000

（１）費目毎の援助額

新入学児童生徒学用品費等 通学費 （２）補足事項

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

５．令和６年度準要保護就学援助額

学用品費

１．小学校の就学援助額の単価（一人当たり年間支給額）

卒業アルバム代等 オンライン学習通信費修学旅行費



179 179

市区町村都道府県

北海道 滝川市

北海道 砂川市

北海道 歌志内市

北海道 深川市

北海道 富良野市

北海道 登別市

北海道 恵庭市

北海道 伊達市

北海道 北広島市

北海道 石狩市

北海道 北斗市

北海道 当別町

北海道 新篠津村

北海道 松前町

北海道 福島町

北海道 知内町

北海道 木古内町

北海道 七飯町

北海道 鹿部町

北海道 森町

北海道 八雲町

北海道 長万部町

北海道 江差町

北海道 上ノ国町

北海道 厚沢部町

北海道 乙部町

北海道 奥尻町

北海道 今金町

北海道 せたな町

北海道 島牧村

北海道 寿都町

費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項

179 3 3 24 24 24 150 150 3 21 179 1 1 22 22 22 156 156 1 10 47 40 40 1 1 1 1 1 2 26 174 145 145 25 25 25 4 4 2 22 138 52 52 64 64 64 22 22 1 19 99 12 12 37 37 37 47 47 4 29 45

（１）費目毎の援助額

新入学児童生徒学用品費等 通学費 （２）補足事項

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

５．令和６年度準要保護就学援助額

学用品費

１．小学校の就学援助額の単価（一人当たり年間支給額）

卒業アルバム代等 オンライン学習通信費修学旅行費

○ ○ 11630 11081 ○ ○ 54060 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 19227 補足あり
修学旅行費：令和６年度より修学旅行実施後、学校
長からの報告を以て認定者の指定口座へ振込を行
う。

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 35207

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 8360 ○ ○ 29550 ○ ○ 20020 現物

○ ○ 12510 ○ ○ 51354 ○ ○ 0 ○ ○ 26670 ○ ○ 11000 10000 ○ ○ 14000 12956
学用品費は２～６年の単価を記入（１年単価：10,467
円）
通学用品費は学用品費と合算支給

○ ○ 17130 16159 ○ ○ 57060 ○ ○ 22178 ○ ○ 11000 11000
「学校生活管理指導表」文書料、対象生徒がいなっ
たため。

○ ○

１年生
11,630
円
２年生
以上
13,900
円

通学用品費含 ○ ○ 57060 ○ ○ 0 ○ ○ 27300 R6予算計上単価 ○ ○ 11000 11000 R6予算計上単価 ○ ○ 14000 14000 R6予算計上単価

○ ○ 11630 ○ ○ 51060 ○ ○ 20509
体育実技用具費：スケート授業ありの場合は11,810
円支給、スキー授業ありの場合は26,500円支給。
（支給平均額：13,885円）

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 0 ○ ○ 19488 ○ ○ 10276 ○ ○ 0

○ ○ 11630 9303 ○ ○ 63100 ○ ○ 19669 ○ ○ 11000 10736 ○ ○ 14000
体育実技用具費：小学校1年生、4年生のみ対象
オンライン学習通信費：1世帯あたり一律

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 22690 20655 ○ ○ 11000 8995 ○ ○ 14000 13346

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 26474
体育実技用具費；スキー等　26,500円
通学用品費：第１学年を除いて支給

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 24022 ○ ○ 26500

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 40020 0 実績なし ○ ○ 15000 ○ ○ 9000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 21060 ○ ○ 11000 11000 ○ ○ 14000 14000

○ ○ 4625 ○ ○ 57060 ○ ○ 27763 ○ ○ 11000 ○ ○ 14000

○ ○ 3868
教育費無償化事業
との差額

○ ○ 7060
教育費無償化事業
との差額

○ ○ 0 教育費無償化事業 ○ ○ 11000 6500 ○ ○ 14000

○ ○ 11630 9706 ○ ※参照 ○ ○ 54060 0 ○ ※参照 ○ ○ 22690 7563 ○ ※参照 ○ ○ 11000 3000 ○ ※参照 ○ ○ 14000 9333 ○ ※参照

上限額を設け定額支給をすることとなっているが、
R5については、支給額よりも合計実費額が多い費目
があったため、援助費の予算科目から学校側に直
接支払いしている部分と準要保護認定保護者へ支
払っている部分がある。※準要保護認定保護者は
実質負担ゼロ

○ ○ 11630 ○ ○ 47060 ○ ○ 26454
給食費：認定者の給食費は免除となるため支給実績
なし。(参考　月額3,970円　第２子半額、第３子以降
は無料)

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ 無償化 ○ ○ 0 実績なし
給食費。修学旅行費、校外学習費については令和6
年度より完全無償化

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 27740 ○ ○ 5900

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 22329 ○ ○ 11000 4200

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 22690 17690 ○ ○ 11000 0 支出実績なし ○ ○ 14000 0 支出実績なし

○ ○ 11630 11630 ○ ○ 54060 54060 ○ ○ 22690 22690 ○ ○ 11000 9800 ○ ○ 14000 14000

○ ○ 11630 11630 ○ ○ 57060 57060 ○ ○ 22690 22690 ○ ○ 11000 9500 ○ ○ 14000 0 実績なし

○ ○ 13900 ○ ○ 57060 ○ ○ 29500

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 35780
小学校分については、体育実技用具費及び校外活
動費（宿泊を伴うもの、伴わないもの）の実績なし。

○ ○ 11630 ○ ○ 51060 ○ ○ 11000 ○ ○ 14000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 22690 22690

○ ○ 11630 ○ ○ 51060 ○ ○ 22690 22690 ○ ○ 11000 ○ ○ 12000 0 実績なし オンライン学習通信費　実績なし

○ ○ 11630 ○ ○ 54060 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 11000

○ ○ 11630 ○ ○ 54060 ○ ○ 19285 ○ ○ 0 実績なし



179 179

市区町村都道府県

北海道 黒松内町

北海道 蘭越町

北海道 ニセコ町

北海道 真狩村

北海道 留寿都村

北海道 喜茂別町

北海道 京極町

北海道 倶知安町

北海道 共和町

北海道 岩内町

北海道 泊村

北海道 神恵内村

北海道 積丹町

北海道 古平町

北海道 仁木町

北海道 余市町

北海道 赤井川村

北海道 南幌町

北海道 奈井江町

北海道 上砂川町

北海道 由仁町

北海道 長沼町

北海道 栗山町

北海道 月形町

北海道 浦臼町

北海道 新十津川町

北海道 妹背牛町

北海道 秩父別町

北海道 雨竜町

北海道 北竜町

北海道 沼田町

北海道 鷹栖町

北海道 東神楽町

北海道 当麻町

費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項

179 3 3 24 24 24 150 150 3 21 179 1 1 22 22 22 156 156 1 10 47 40 40 1 1 1 1 1 2 26 174 145 145 25 25 25 4 4 2 22 138 52 52 64 64 64 22 22 1 19 99 12 12 37 37 37 47 47 4 29 45

（１）費目毎の援助額

新入学児童生徒学用品費等 通学費 （２）補足事項

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

５．令和６年度準要保護就学援助額

学用品費

１．小学校の就学援助額の単価（一人当たり年間支給額）

卒業アルバム代等 オンライン学習通信費修学旅行費

○ ○ 11630 ○ ○ 54060 ○ ○ 31582 ○ ○ 11000 8800 ○ ○ 14000 0 実績なし

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 22833 ○ ○ 9800 ○ ○ 14000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 22690 ○ ○ 7000
学用品費と通学用品費は合わせて単価設定（学用
品費に単価記載）
クラブ活動費・生徒会費は実績無し

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 20000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 26180 ○ ○ 15000 ○ ○ 14000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 18000 ○ ○ 11000

○ ○ 13900 ○ ○ 54060 ○ ○ 30000 ○ ○ 9500

・学用品費は、学用品費11,630円と通学用品費
2,270円を合算した額になっています。
・PTA会費は、第一子については、2,020円、第二子
以降については620円を支給しています。

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 22066 ○ ○ 11000 ○ ○ 14000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 25184 ○ ○ 11000 ○ ○
　オンライン学習通信費：Wi-Fiルーターの貸し出し
　医療費：実績なし

○ ○ 13900 ○ ○ 57060 ○ ○ 23598 ○ ○ 11000 8811

○ ○ 11100 ○ ○ 19900 R6無償化 R6無償化

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 0 実績なし

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 28124

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 21200 ○ ○ 11000 ○ ○ 0 実績なし

○ ○ 11630 ○ ○ 54060 54060 ○ ○ ○ 28018 ○ ○ 9890 9890

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 20276

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 22690 ○ ○ 11000

○ ○ 13900
1年生：11,630円
2～6年生：13,900
円

○ ○ 57060 ○ ○ 18824 ○ ○ 11000

○ ○ ※ 14711
1年生⇒11,630円
2～6年生⇒13,900
円

○ ○ 57060 54060 ○ ○ 22791 ○ ○ 11000 11000 ○ ○ 14000 0 実績なし

○ ○ 11630 ○ ○ 51060 ○ ○ ○ 19500

○ ○ 11630 ○ ○ 54060 ○ ○ 22690 21440 ○ ○ 11000 11000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 15100 ○ ○ 11000 9800

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 22690 22690 ○ ○ 11000 7225

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 0 前年度実績なし ○ ○ 0 前年度実績なし ○ ○ 22690 4865 ○ ○ 11000 0 Ｒ６新設 ○ ○ 14000 0 Ｒ６新設

○ ○ 11630 ○ ○ 54060 ○ ○ 14126 ○ ○ 11000 9450 ○ ○ 14000
（１）以外の援助費目：拡大教材費・・・基準額を上限
に実費の1/2（ページ数×1ページ当たり単価（限度
額42円）×1/2により算出）

○ ○ 11630 ○ ○ 54060 ○ ○ 7570 ○ ○ 17791 ○ ○ 11000 9340

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 31114 ○ ○ 14500 ○ ○ 0 実績なし

○ ○ 11630 ○ ○ 54060 ○ ○ 22690

○ ○ 11630 11630 ○ ○ 54060 0 実績なし ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 22690 0 実績なし ○ ○ 14000 0 実績なし

○ ○ 11630 4846 ○ ○ 57060 0 実績なし ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 14000 0 実績なし

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 実績なし ○ ○ 32567 ○ ○ 12000 ○ ○ 14000
支出漏れにより実
績なし（R6年度予
算で支出）

○ ○ 11630 ○ ○ 54060 ○ ○ 19759 ○ ○ 11000 11000 ○ ○ 14000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 18000 ○ ○ 19497 ○ ○ 11000 ○ ○ 14000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 35000 ○ ○ 11000 ○ ○ 14000
学校給食費に関しては、直接保護者へ支出ではな
く、年度末で確定した段階で、一般会計から学校給
食費へ会計間の支出を行っている



179 179

市区町村都道府県

北海道 比布町

北海道 愛別町

北海道 上川町

北海道 東川町

北海道 美瑛町

北海道 上富良野町

北海道 中富良野町

北海道 南富良野町

北海道 占冠村

北海道 和寒町

北海道 剣淵町

北海道 下川町

北海道 美深町

北海道 音威子府村

北海道 中川町

北海道 幌加内町

北海道 増毛町

北海道 小平町

北海道 苫前町

北海道 羽幌町

北海道 初山別村

北海道 遠別町

北海道 天塩町

北海道 猿払村

北海道 浜頓別町

北海道 中頓別町

北海道 枝幸町

北海道 豊富町

北海道 礼文町

北海道 利尻町

北海道 利尻富士町

北海道 幌延町

費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項

179 3 3 24 24 24 150 150 3 21 179 1 1 22 22 22 156 156 1 10 47 40 40 1 1 1 1 1 2 26 174 145 145 25 25 25 4 4 2 22 138 52 52 64 64 64 22 22 1 19 99 12 12 37 37 37 47 47 4 29 45

（１）費目毎の援助額

新入学児童生徒学用品費等 通学費 （２）補足事項

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

５．令和６年度準要保護就学援助額

学用品費

１．小学校の就学援助額の単価（一人当たり年間支給額）

卒業アルバム代等 オンライン学習通信費修学旅行費

○ ○ 11630 ○ ○ 54060 ○ ○ 9167 ○ ○ 0

○ ○ 13900 ○ ○ 54060 ○ ○ 0 ○ ○ 11000 11000 ○ ○ 14000

○ ○ 11630 11630 ○ ○ 51060 0 実績なし ○ ○ 0 実勢なし ○ ○ 23480 ○ ○ 11000 11000 ○ ○ 36000 0 実績なし

○ ○ 14390 ○ ○ 57060 ○ ○ 22690 22171 ○ ○ 11000 11000 医療費の支給実績なし

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 15633 ○ ○ 11000 8735 ○ ○ 14000 ・給食費…無償化しているため

○ ○ 13900 11403 ○ ○ 57060 57060 ○ ○ 20546 ○ ○ 17400 ○ ○ 14000 支給平均額0円は実績なし

○ ○ ※
1年11,630、2～6年
13,900

○ ○ 57060 ○ ○ 18400 ○ ○ 11000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 22690 ○ ○ 11000 ○ ○ 14000

○ ○ 11630 ○ ○ 54060 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 0 実績なし

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 23691 ○ ○ 11000 11000 ○ ○ 14000

○ ○ 4750 ○ ○ 57060 ○ ○ 0 ※R5実績なし ○ ○ 0 ※R5実績なし ○ ○ 14000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 28776 ○ ○ 14000 医療費について、実績なし。

○ ○ 2270 ○ ○ 60090 R6予算単価 ○ ○ 0 支給実績なし ○ ○ 24690 R6予算単価 ○ ○ 11000 R6予算単価

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 22690 0 R5年度実績なし ○ ○ 11000 0 R5年度実績なし ○ ○ 14000 14000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 支給実績なし ○ ○ 37100 ○ ○ 11000 実績なし

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 0 支給実績なし ○ ○ 27000 ○ ○ 9100

○ ○ 11630 10237 ○ ○ 54060 0 実績なし ○ ○ 22690 12052 ○ ○ 11000 8000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 31940

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 31246 ○ ○ 11000 0 実績なし

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 23240 ○ ○ 11000 ○ ○ 14000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ ○ 22690 0 実績なし ○ ○ 14000 14000

○ ○ 15500 13568 ○ ○ 54060 54060 ○ ○ 30545 ○ ○ 9000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 24960 ○ ○ 11000 実績なし ○ ○ 14000

○ ○ 11630 実績なし ○ ○ 57060 ○ ○ 22690 0 実績なし ○ ○ 11000 0 実績なし

○ ○ 11630 11630 ○ ○ 57060 57060 ○ ○ 33861 ○ ○ 11000 7400 ○ ○ 14000 解釈の変更

○ ○ 11630 ○ ○ 70290 ○ ○ 0 今年度実績なし ○ ○ 11000 ○ ○ 14000

○ ○ ※
1年生のみ11,630
円、他の学年は
13,900円

○ ○ 54060 ○ ○ 17381 ○ ○ 11000 11000 ○ ○ 14000

○ ○ ※
1年生：13,230円、2
～6年生：15,500円

○ ○ 57060 ○ ○ 22690 22690
学用品の額について、「学用品費」「通学用品費」
「校外学習費(宿泊を伴わないもの)」の上限を合計し
た額を支給。

○ ○ 15500 ○ ○ 57060 ○ ○ 11000 ○ ○ 14000

○ ○ 15500 ○ ○ 51060 ○ ○ 7366

○ ○

1年
11,100
円　2－
6年
13,270
円

昨年度までの回答
「実費支給」が誤り

○ ○ 54060
昨年度までの回答
「実費支給」が誤り

○ ○ 11630 11191 ○ ○ 51060 51060 ○ ○ 28465 ○ ○ 11000 5580



179 179

市区町村都道府県

北海道 美幌町

北海道 津別町

北海道 斜里町

北海道 清里町

北海道 小清水町

北海道 訓子府町

北海道 置戸町

北海道 佐呂間町

北海道 遠軽町

北海道 湧別町

北海道 滝上町

北海道 興部町

北海道 西興部村

北海道 雄武町

北海道 大空町

北海道 豊浦町

北海道 壮瞥町

北海道 白老町

北海道 厚真町

北海道 洞爺湖町

北海道 安平町

北海道 むかわ町

北海道 日高町

北海道 平取町

北海道 新冠町

北海道 浦河町

北海道 様似町

北海道 えりも町

北海道 新ひだか町

北海道 音更町

北海道 士幌町

費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項

179 3 3 24 24 24 150 150 3 21 179 1 1 22 22 22 156 156 1 10 47 40 40 1 1 1 1 1 2 26 174 145 145 25 25 25 4 4 2 22 138 52 52 64 64 64 22 22 1 19 99 12 12 37 37 37 47 47 4 29 45

（１）費目毎の援助額

新入学児童生徒学用品費等 通学費 （２）補足事項

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

５．令和６年度準要保護就学援助額

学用品費

１．小学校の就学援助額の単価（一人当たり年間支給額）

卒業アルバム代等 オンライン学習通信費修学旅行費

○ ○ ※ 〇 ○ ○ 57060 ○ ○ 20791 ○ ○ 12763 ○ ○ 14000 0 〇

学用品費：小学校1年生　11,630円
　　　 　　　 小学校2年以上　13,900円
体育実技用具：スキー　26,500円
　　　　　　        スケート　11,810円（学校の指定する
2つの学年を対象にスキー又はスケートのどちらか
支給）
通学用品費：年額2,270円を学用品費と併せて月額
で支給
オンライン学習通信費・医療費実績・児童生徒会費
実績なし

○ ○ 11630 ○ ○ 54060 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 26184 ○ ○ 16500

○ ○ 13900 13583 ○ ○ 54060 54060

スクールバスの運
行等で通学支援を
行っているため、支
給なし

○ ○ 20157 ○ ○ 12000 ○ ○ 14000 14000

○ ○ 9225 ○ ○ 10000 10000 ○ ○ 11240 ○ ○ 13000 ○ ○ 14000 14000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 19980 ○ ○ 16000 ○ ○ 14000 14000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 18452 ○ ○ 11200 ○ ○ 14000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 22690 ○ ○ 11000 ○ ○ 14000

体育実技用具費：１・４年生、通学用品費：２～６年
生、修学旅行費・卒業アルバム代：6年生、学校給食
費：52,600円（１名が２か月のみ支給のため平均額
が下がっています）

○ ○ 11630 11630 ○ ○ 54060 54060 ○ ○ 18319 ○ ○ 15000 ○ ○ 0 実績なし
校外学習費、オンライン学習通信費、卒業アルバム
代については、要綱には記載させていないが対応可
能

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 22520 ○ ○ 11000 10900 ○ ○ 14000 0 実績なし

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 23655 ○ ○ 11000

○ ○ 11630 11630 ○ ○ 57060 57060 ○ ○ 30515 ○ ○ 11000 11000 ○ ○ 14000 14000

○ ○ 11630 ○ ○ 51060 ○ ○ 23970 ○ ○ 11000 ○ ○ 0

医療費・オンライン学習通信費・学校生活管理指導
表作成費（アレルギー疾患用）・生徒会費・クラブ活
動費実績なし
要綱に記載はないが、オンライン学習通信費は支給
できることとしている。

○ ○ 11630 2638 ○ ○ 57060 ○ ○ 22690 13807 ○ ○ 0 実績なし 修学旅行費は隔年実施で今年度支給

○ ○ 11630 5073.7 ○ ○ 57060 ○ ○ 22690 18523 ○ ○ 11000 11000 ○ ○ 14000 14000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 25664 ○ ○ 11000 ○ ○ 14000 14000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 24249 ○ ○ 3800 ○ ○ 14000 「クラブ活動費」「生徒会費」実績なし

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 25375

○ ○ ※

通学用品費と合わ
せて支給。1年
11,520円・2年～6
年13,770円

○ ○ 50600 ○ ○ 28323 ○ ○ 10219 ○ ○ 2000 令和5年度実績なし

○ ○ 13900 ○ ○ 57060 ○ ○ 23581 ○ ○ 8390 ○ ○ 14000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 0 ○ ○ 21232 ○ ○ 11000 ○ ○ 15000 1250

○ ○ 11630 ○ ○ 51790 ○ ○ 25000 ○ ○ 11000
令和6年度予算に計上した額から支給平均額を算
出。

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 11000 11000

○ ○ 11630 ○ ○ 54060 ○ ○ 18152 ○ ○ 11000 7900

○ ○ 11630 ○ ○ 54060 ○ ○ 28670 ○ ○ 11332 ○ ○ 11000 0 支給実績なし

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 18118 ○ ○ 11000

○ ○ 12390 ○ ○ 57060 ○ ○ 25000
R６年予算計上単
価

○ ○ 11000 8460 R5年度実績

○ ○ 11630 ○ ○ 54060 ○ ○ 23900 ○ ○ 8800 ○ ○ 14000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 23156 ○ ○ 14000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 16712 ○ ○ 14000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 6942 ○ ○ 19327 ○ ○ 11505 ○ ○ 12626

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 21486 ○ ○ 16000 ○ ○ 0 実績なし



179 179

市区町村都道府県

北海道 上士幌町

北海道 鹿追町

北海道 新得町

北海道 清水町

北海道 芽室町

北海道 中札内村

北海道 更別村

北海道 大樹町

北海道 広尾町

北海道 幕別町

北海道 池田町

北海道 豊頃町

北海道 本別町

北海道 足寄町

北海道 陸別町

北海道 浦幌町

北海道 釧路町

北海道 厚岸町

北海道 浜中町

北海道 標茶町

北海道 弟子屈町

北海道 鶴居村

北海道 白糠町

北海道 別海町

北海道 中標津町

北海道 標津町

北海道 羅臼町

費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項

179 3 3 24 24 24 150 150 3 21 179 1 1 22 22 22 156 156 1 10 47 40 40 1 1 1 1 1 2 26 174 145 145 25 25 25 4 4 2 22 138 52 52 64 64 64 22 22 1 19 99 12 12 37 37 37 47 47 4 29 45

（１）費目毎の援助額

新入学児童生徒学用品費等 通学費 （２）補足事項

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

５．令和６年度準要保護就学援助額

学用品費

１．小学校の就学援助額の単価（一人当たり年間支給額）

卒業アルバム代等 オンライン学習通信費修学旅行費

○ ○ 11630 ○ ○ 54060 ○ ○ 24531 ○ ○ 11000 ○ ○
モバイルルーター
を無償で貸与

○ ○ 15500 1年生13,230円 ○ ○ 54060 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 11000 1337

○ ○ 15500 ○ ○ 54060 ○ ○ 27000 ○ ○ 8800 ○ ○ 14000

○ ○ ※
第１学年：13,230円
他：15,500円

○ ○ 57060 ○ ○ 29000 ○ ○ 11000 10588 ○ ○ 14000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 29225
R6新設のため予算
額計上

○ ○ 18451 ○ ○ 11000 10358 ○ ○ 14000

○ ○ 11630 11630 ○ ○ 57060 57060 ○ ○ 28118 ○ ○ 14300 ○ ○ 14000 14000

クラブ活動費、生徒会費については、保護者負担が
なかったため０円
保護費については、該当児童がいなかったため０円
医療費については、18歳まで医療費無料の独自政
策を実施しているため、品目なし。

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○
スクールバス乗車
のため支給してい
ない

○ ○ 22690 22690 ○ ○ 11000 11000 ○ ○
モバイルルーター
を希望者に貸与

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 23323 ○ ○ 11000 11000 ○ ○ 14000

体育実技用具費はスケート靴購入費として１・４年生
を対象に支給している。
通学用品費は２～６年生を対象に、修学旅行費及び
卒業アルバム代は６年生を対象に支給している。
校外活動費は宿泊の有無について特に取り決めは
なく、併せて一定額1,600円を支給している。
医療費は実績なし。

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 28110 ○ ○ 15000 ○ ○ 14000

医療費：支給実績なし
体育実技用具：スキーを実施している学校　26500円
スケートを実施している学校　11,810円
修学旅行費、生徒会費、ＰＴＡ会費、卒業アルバム
代：Ｒ５実績より

○ ○
１年生：12,390円
２年生～：13,900円

○ ○ 57060 ○ ○ 22691 ○ ○ 11000 10614 医療費は実績なし。

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 26000 ○ ○ 11000 11000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 29800 令和４年度 ○ ○ 11000

○ ○
※
13900

小学1年は「11,630
円」、小学2～6年は
「13,900円」

○ ○ 57060 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 28382

○ ○ 13900 ○ ○ 57060 ○ ○ 24313 ○ ○ 11000 10500 ○ ○ 14000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 20100 R6予算単価 ○ ○ 11000 11000 R6予算単価 ○ ○ 14000 0 実績なし

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 24600 ○ ○ 16200
通学用品費は小学１年生支給なし。通学費・クラブ
活動費・生徒会費・医療費は対象者がいないため、
支給実績なし。

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 18622 ○ ○ 11000 7944 ○ ○ 14000

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 26840 ○ ○ 11000 10886 ○ ○ 14400 1644

○ ○ 11630 ○ ○ 70290 ○ ○ 22690 21223 ○ ○ 11000 9779

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 25838 ○ ○ 9442 ○ ○ 14000
支給額０円のものについては、支給対象となる事由
がなかったため。

○ ○ 11630 11096 ○ ○ 54060 54060 ○ ○ 23872 ○ ○ 8030 ○ ○ 14000 13677
クラブ活動費・生徒会費は令和５年度支給実績なし
各費目の支給平均額は「令和５年度年間支給金額
÷実支給者数」で算出

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 17814 ○ ○ 0

・校外活動費（宿泊を伴わないもの・伴うもの）、卒業
アルバム代等、医療費は対象費目であるが実績な
し。
・学校給食費は、令和3年度より無償化としている。

○ ○ 11630 ○ ○ 54060 ○ ○ 24552 ○ ○ 0 R5実績なし ○ ○ 14000 0 R5実績なし

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 20600 ○ ○ 11000 10792 ○ ○ 14000 13304

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 24924 ○ ○ 14000

○ ○ 12390 12390
R６概算要求時の
単価を参考

○ ○ 54060 54060 ○ ○ 32470 ○ ○ 9900

○ ○ 11630 ○ ○ 57060 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 23215 ○ ○ 11000 ○ ○ 14000
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北海道 札幌市

北海道 函館市

北海道 小樽市

北海道 旭川市

北海道 室蘭市

北海道 釧路市

北海道 帯広市

北海道 北見市

北海道 夕張市

北海道 岩見沢市

北海道 網走市

北海道 留萌市

北海道 苫小牧市

北海道 稚内市

北海道 美唄市

北海道 芦別市

北海道 江別市

北海道 赤平市

北海道 紋別市

北海道 士別市

北海道 名寄市

北海道 三笠市

北海道 根室市

北海道 千歳市

市区町村都道府県

６．その他

費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６年
度単価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項

179 3 3 24 24 24 150 150 3 21 179 2 2 21 21 21 156 156 1 6 45 40 40 2 2 2 1 1 3 29 174 145 145 25 25 25 4 4 2 13 139 51 51 64 64 64 24 24 1 13 99 12 12 37 37 37 47 47 4 30 46 4

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 49827 ○ ○ 52050

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 0 実績無し ○ ○ 44200

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 55139 ○ ○ 61834
校外活動費（宿泊を伴わないもの）について、
執行額による記入が困難であるため、令和6
年度予算に計上した単価を記載。

○ ○ 27310

通学用品費と校外
活動費（宿泊を伴
わないもの）を含
む。

○ ○ 60730 ○ ○ 37749 ○ ○ 42451

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 46502 ○ ○ 8800 8800 ○ ○ 14000 9840
クラブ活動費と生徒会費については、市内中
学校の最高額を限度額としている。

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 5513 ○ ○ 66000 38966

体育実技用具費は、各校の実施競技に応じ
て上限変動。柔道7,650円　剣道52,900円　ス
キー38,030円　スケート11,810円
7割程度の中学校が柔道を選択。修学旅行費
上限額は、釧路市就学援助実施要領や内規
により66,000円と定めて以来、上限額を固定
して運用している。

○ ○ (５)に記載 ○ ○ 63000 ○ ○ 0 ○ ○ 46604

学用品費：1年生25,032円、2～3年生27,300
円（通学費用品費と校外学習費を合わせた額
を支給）
体育実技用具費：現物支給
校外活動費(宿泊を伴うもの)：実績なし

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 56299
支給平均額は、令和6年度予算に計上した単
価（医療費・給食費は令和5年度実績）

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 60910 60752

○ ○ 22720 ○ ○ 63000 ○ ○ 66698 ○ ○ 9608 ○ ○ 0 支給実績なし

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 6560 ○ ○ 62562 ○ ○ 14000

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 60910 ○ ○ 8800 8800

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 0 ○ ○ 68312 ○ ○ 8800 8800

体育実用具について、以下の２つについて上
限額を設定し、支給対象としている。
柔道着：上限額7,650円、スケート：上限額
11,810円　支給平均額7,795円

○ ○ 22730 1年以外 25,000円 ○ ○ 63000 ○ ○ 0 支給実績なし ○ ○ 60821 ○ ○ 14000 13293

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 60910 51106 ○ ○ 8800 8800 ○ ○ 14000 10704

通学用品費、校外活動費（宿泊を伴わないも
の）は学用品費に含めて支給している。第一
学年は通学用品費の援助を除いているため、
他学年より少額となっている。

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 0 ○ ○ 47003 ○ ○ 8722 ○ ○ 14000 0
体育実技用具、オンライン学習通信費につい
ては、実績なし

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 49465 ○ ○ 60910 60216 ○ ○ 8800 0 R6～支給

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 65609 ○ ○ 8800 8800

○ ○ 22730 22730 〇 ○ ○ 63000 63000 ○ ○ 0 〇 ○ ○ 59947 ○ ○ 8800 ○ ○ 14000 13954

通学費及び医療費は令和4年度以降実績な
し。
学用品費、通学用品費、校外活動費（宿泊な
し）は合わせて支給しているため平均額の記
入が困難なため単価を記入。

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 13300 ○ ○ 55723 ○ ○ 8800 ○ ○ 14000
・市内中学生にかかる医療費は市で助成して
いるため無料。

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 58982 ○ ○ 8800 8800 ○ ○ 14000
1世帯について1支
給

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 57460 ○ ○ 61681 ○ ○ 0 支給実績なし

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 60021 ○ ○ 8800 8544

○ ○

１年生
25,040
２年生
以上
27,310

○ ○ 63000 ○ ○ 学用品費に含む ○ ○ 63687 ○ ○ 14000 8625 ○ ○ 14000

（２）補足事項

（１）費目毎の援助額

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

５．令和６年度準要保護就学援助額

就学援助制度の運用や、経済的に困窮している児
童生徒に対する貴市町村の取組・対応について、こ
れまでの回答への補足があればご記入ください。

卒業アルバム代等 オンライン学習通信費通学費 修学旅行費学用品費 新入学児童生徒学用品費等

２．中学校の就学援助額の単価（一人当たり年間支給額）
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市区町村都道府県

北海道 滝川市

北海道 砂川市

北海道 歌志内市

北海道 深川市

北海道 富良野市

北海道 登別市

北海道 恵庭市

北海道 伊達市

北海道 北広島市

北海道 石狩市

北海道 北斗市

北海道 当別町

北海道 新篠津村

北海道 松前町

北海道 福島町

北海道 知内町

北海道 木古内町

北海道 七飯町

北海道 鹿部町

北海道 森町

北海道 八雲町

北海道 長万部町

北海道 江差町

北海道 上ノ国町

北海道 厚沢部町

北海道 乙部町

北海道 奥尻町

北海道 今金町

北海道 せたな町

北海道 島牧村

北海道 寿都町

６．その他

費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６年
度単価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項

179 3 3 24 24 24 150 150 3 21 179 2 2 21 21 21 156 156 1 6 45 40 40 2 2 2 1 1 3 29 174 145 145 25 25 25 4 4 2 13 139 51 51 64 64 64 24 24 1 13 99 12 12 37 37 37 47 47 4 30 46 4

（２）補足事項

（１）費目毎の援助額

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

５．令和６年度準要保護就学援助額

就学援助制度の運用や、経済的に困窮している児
童生徒に対する貴市町村の取組・対応について、こ
れまでの回答への補足があればご記入ください。

卒業アルバム代等 オンライン学習通信費通学費 修学旅行費学用品費 新入学児童生徒学用品費等

２．中学校の就学援助額の単価（一人当たり年間支給額）

○ ○ 22730 22259 ○ ○ 63000 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 47523 補足あり

修学旅行費：令和６年度より修学旅行実施
後、学校長からの報告を以て認定者の指定
口座へ振込を行う。
体育実技用具費：柔道着とスキー用具それぞ
れ上限額を設定し、上限額以下であれば実費
分を支給。
　柔道着：7,650円、スキー：38,030円（平均支
給額　柔道：5,191円、スキー：34,762円）

○ ○ 25910 ○ ○ 63000 ○ ○ 55500

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 0 実績無し ○ ○ 47520 ○ ○ 0 実績無し

○ ○ 22500 ○ ○ 56700 ○ ○ 0 ○ ○ 49390 ○ ○ 8800 8800 ○ ○ 14000 13576
学用品費は２～３年の単価を記入（１年は
20,457円）
通学用品費は学用品費と合算支給

○ ○ 30490 28248 ○ ○ 69260 ○ ○ 40122 ○ ○ 8800 8800
「学校生活管理指導表」文書料、対象生徒が
いなったため。

○ ○

１年生
22,730
円
２年生
以上
25,000
円

通学用品費含 ○ ○ 63000 ○ ○ 138600 R6予算計上単価 ○ ○ 55800 R6予算計上単価 ○ ○ 8800 8800 R6予算計上単価 ○ ○ 14000 14000 R6予算計上単価

○ ○ 22730 ○ ○ 60000 ○ ○ 62655

体育実技用品費：スキー授業ありの場合は
38,030円支給、柔道授業ありの場合は3,800
円を上限とする額を支給。（支給平均額：
38,030円）

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 99960 ○ ○ 49940 ○ ○ 8800 ○ ○ 0

○ ○ 22730 13120 ○ ○ 79500 ○ ○ 52230 ○ ○ 8800 8203 ○ ○ 14000
体育実技用具費：中学校1年生のみ対象
オンライン学習通信費：1世帯あたり一律

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 60910 58498 ○ ○ 8800 8698 ○ ○ 14000 13278

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 56527
体育実技用具費：柔道　7,650円　、　剣道
52,900円　、　スキー等　38,030円
通学用品費：第１学年を除いて支給

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 60343 ○ ○ 8800

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 80880 0 実績なし ○ ○ 63231 ○ ○ 15500

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 69055 ○ ○ 8800 8800 ○ ○ 14000 14000

○ ○ 13910 ○ ○ 63000 ○ ○ 60910 ○ ○ 8800 ○ ○ 14000

○ ○ 10884
教育費無償化事業
との差額

○ ○ 0 教育費無償化事業 ○ ○ 0 教育費無償化事業 ○ ○ 8800 0 実績なし ○ ○ 14000

○ ○ 22730 9510 ○ ※参照 ○ ○ 60000 0 ○ ※参照 ○ ○ 80880 0 ○ ※参照 ○ ○ 60910 57483 ○ ※参照 ○ ○ 8800 4666 ○ ※参照 ○ ○ 14000 4666 ○ ※参照

上限額を設け定額支給をすることとなってい
るが、R5については、支給額よりも合計実費
額が多い費目があったため、援助費の予算科
目から学校側に直接支払いしている部分と準
要保護認定保護者へ支払っている部分があ
る。※準要保護認定保護者は実質負担ゼロ

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 57630
給食費：認定者の給食費は免除となるため支
給実績なし。(参考　月額4,900円　第２子半
額、第３子以降は無料)

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ 無償化 ○ ○ 0 実績なし
給食費。修学旅行費、校外学習費、体育実技
用具費については令和6年度より完全無償化

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 47663 ○ ○ 8500

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 66293 ○ ○ 8800 6393

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 60910 60910 ○ ○ 8800 8300 ○ ○ 14000 0 支出実績なし

○ ○ 22730 22459 ○ ○ 63000 63000 ○ ○ 60910 56868 ○ ○ 8800 8800 ○ ○ 14000 13805

○ ○ 22730 22730 ○ ○ 63000 63000 ○ ○ 60910 60910 ○ ○ 8800 8800 ○ ○ 14000 0 実績なし

○ ○ 25000 ○ ○ 63000 ○ ○ 147650

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 68480
中学校分については、体育実技用具費及び
校外活動費（宿泊を伴わないもの）の実績な
し。

○ ○ 22730 ○ ○ 60000 ○ ○ 8800 ○ ○ 14000

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 60910 60910

○ ○ 22730 ○ ○ 66000 ○ ○ 60910 29416 ○ ○ 8800 ○ ○ 12000 0 実績なし

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 70000 ○ ○ 8800 特になし

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 73000 ○ ○ 13000
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市区町村都道府県

北海道 黒松内町

北海道 蘭越町

北海道 ニセコ町

北海道 真狩村

北海道 留寿都村

北海道 喜茂別町

北海道 京極町

北海道 倶知安町

北海道 共和町

北海道 岩内町

北海道 泊村

北海道 神恵内村

北海道 積丹町

北海道 古平町

北海道 仁木町

北海道 余市町

北海道 赤井川村

北海道 南幌町

北海道 奈井江町

北海道 上砂川町

北海道 由仁町

北海道 長沼町

北海道 栗山町

北海道 月形町

北海道 浦臼町

北海道 新十津川町

北海道 妹背牛町

北海道 秩父別町

北海道 雨竜町

北海道 北竜町

北海道 沼田町

北海道 鷹栖町

北海道 東神楽町

北海道 当麻町

６．その他

費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６年
度単価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項

179 3 3 24 24 24 150 150 3 21 179 2 2 21 21 21 156 156 1 6 45 40 40 2 2 2 1 1 3 29 174 145 145 25 25 25 4 4 2 13 139 51 51 64 64 64 24 24 1 13 99 12 12 37 37 37 47 47 4 30 46 4

（２）補足事項

（１）費目毎の援助額

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

５．令和６年度準要保護就学援助額

就学援助制度の運用や、経済的に困窮している児
童生徒に対する貴市町村の取組・対応について、こ
れまでの回答への補足があればご記入ください。

卒業アルバム代等 オンライン学習通信費通学費 修学旅行費学用品費 新入学児童生徒学用品費等

２．中学校の就学援助額の単価（一人当たり年間支給額）

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 63000 ○ ○ 8800 8800 ○ ○ 14000 0 実績なし

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 63200 ○ ○ 13000 ○ ○ 14000

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 60910 ○ ○ 10000

学用品費と通学用品費は合わせて単価設定
（学用品費に単価記載）
クラブ活動費・生徒会費は実績無し
給食費は第2子以降は無償

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 55000

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 68000 ○ ○ 15000 ○ ○ 14000

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 60910 ○ ○ 8800

○ ○ 25000 ○ ○ 60000 ○ ○ 70000 ○ ○ 8800

・学用品費は、学用品費22,730円と通学用品
費2,270円を合算した額になっています。
・PTA会費は、第一子については、2,400円、
第二子以降については800円を支給していま
す。

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 66334 ○ ○ 8800 ○ ○ 14000

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 75263 ○ ○ 8800 ○ ○
　オンライン学習通信費：Wi-Fiルーターの貸
し出し
　医療費：実績なし

○ ○ 25000 ○ ○ 63000 ○ ○ 69306 ○ ○ 8800 8448

○ ○ 21700 ○ ○ 22900 R6無償化 R6無償化

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 0 実績なし

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 75266

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 58000 ○ ○ 6870 ○ ○ 0 実績なし

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 63000 ○ ○ 67959 ○ ○ 8800

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 78195

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 60910 ○ ○ 8800

○ ○ 25000
1年生：22,730円
2～3年生：25,000
円

○ ○ 63000 ○ ○ 59725 ○ ○ 8800

○ ○ ※ 23154
1年生⇒22,730円
2～3年生⇒25,000
円

○ ○ 63000 63000 ○ ○ 45733 ○ ○ 8800 8800 ○ ○ 14000 0 実績なし

○ ○ 22730 ○ ○ 60000 ○ ○ 95521

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 60910 60910 ○ ○ 8800 8800

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 60000 ○ ○ 8800 8800

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 60910 34200 ○ ○ 8800 8471

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 16500 ○ ○ 0 前年度実績なし ○ ○ 60910 26999 ○ ○ 8800 0 Ｒ６新設 ○ ○ 14000 0 Ｒ６新設

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 62999 ○ ○ 8800 0 実績無し ○ ○ 14000
（１）以外の援助費目：拡大教材費・・・基準額
を上限に実費の1/2（ページ数×1ページ当た
り単価（限度額42円）×1/2により算出）

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 10680 ○ ○ 55600 ○ ○ 8800 8800

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 69468 ○ ○ 14500 ○ ○ 0 実績なし

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 60910

○ ○ 22730 10529 ○ ○ 63000 63000 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 60910 35910 ○ ○ 14000 0 実績なし

○ ○ 22730 22730 ○ ○ 63000 63000 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 14000 14000

○ ○ 22188 ○ ○ 63000 実績なし ○ ○ 40960 ○ ○ 10800 ○ ○ 14000
支出漏れにより実
績なし（R6年度予
算で支出）

○ ○ 22770 ○ ○ 63000 ○ ○ 63850 ○ ○ 8800 8800 ○ ○ 14000

○ ○ 22730 ○ ○ 76420 ○ ○ 36000 ○ ○ 60910 ○ ○ 8667 ○ ○ 14000

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 75000 ○ ○ 11000 ○ ○ 14000
学校給食費に関しては、直接保護者へ支出で
はなく、年度末で確定した段階で、一般会計
から学校給食費へ会計間の支出を行っている
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市区町村都道府県

北海道 比布町

北海道 愛別町

北海道 上川町

北海道 東川町

北海道 美瑛町

北海道 上富良野町

北海道 中富良野町

北海道 南富良野町

北海道 占冠村

北海道 和寒町

北海道 剣淵町

北海道 下川町

北海道 美深町

北海道 音威子府村

北海道 中川町

北海道 幌加内町

北海道 増毛町

北海道 小平町

北海道 苫前町

北海道 羽幌町

北海道 初山別村

北海道 遠別町

北海道 天塩町

北海道 猿払村

北海道 浜頓別町

北海道 中頓別町

北海道 枝幸町

北海道 豊富町

北海道 礼文町

北海道 利尻町

北海道 利尻富士町

北海道 幌延町

６．その他

費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６年
度単価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項

179 3 3 24 24 24 150 150 3 21 179 2 2 21 21 21 156 156 1 6 45 40 40 2 2 2 1 1 3 29 174 145 145 25 25 25 4 4 2 13 139 51 51 64 64 64 24 24 1 13 99 12 12 37 37 37 47 47 4 30 46 4

（２）補足事項

（１）費目毎の援助額

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

５．令和６年度準要保護就学援助額

就学援助制度の運用や、経済的に困窮している児
童生徒に対する貴市町村の取組・対応について、こ
れまでの回答への補足があればご記入ください。

卒業アルバム代等 オンライン学習通信費通学費 修学旅行費学用品費 新入学児童生徒学用品費等

２．中学校の就学援助額の単価（一人当たり年間支給額）

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 0 ○ ○ 18700

○ ○ 25000 ○ ○ 63000 ○ ○ 87438 ○ ○ 8800 8800 ○ ○ 14000

○ ○ 22730 22730 ○ ○ 60000 60000 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 36974 ○ ○ 8800 8800 ○ ○ 36000 0 実績なし

○ ○ 52880 ○ ○ 63000 ○ ○ 57700 57700 ○ ○ 8800 8800 医療費の支給実績なし

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 36389 ○ ○ 8800 8800 ○ ○ 14000
・校外活動費（宿泊を伴うもの）…他事業で支
給しているため
・給食費…無償化しているため

○ ○ 22730 22730 ○ ○ 60000 60000 ○ ○ 44102 ○ ○ 3602 ○ ○ 14000

○ ○ ※
1年22,730、2～3年
25,000

○ ○ 63000 ○ ○ 60000 ○ ○ 8800

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 60910 ○ ○ 8800 ○ ○ 14000

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 67573 ○ ○ 8800 ○ ○ 0 実績なし

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 45213 ○ ○ 8800 8800 ○ ○ 14000

○ ○ 9370 ○ ○ 63000 ○ ○ 0 ※R5実績なし ○ ○ 0 ※R5実績なし ○ ○ 14000

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 45000 ○ ○ 14000 医療費について、実績なし。

○ ○ 22730 ○ ○ 67000 R6予算単価 ○ ○ 0 支給実績なし ○ ○ 64910 ○ ○ 8800 R6予算単価
物価高騰等の実情を踏まえた町予算の作成が必要
である。

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 60910 59250 ○ ○ 8800 0 R5年度実績なし ○ ○ 14000 14000

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 支給実績なし ○ ○ 50000 ○ ○ 8800 実績なし

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 0 支給実績なし ○ ○ 46763 ○ ○ 10400

○ ○ 22730 22730 ○ ○ 63000 63000 ○ ○ 60910 48500 ○ ○ 8800 8800

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 48050

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 79482 ○ ○ 8800 7150

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 46599 ○ ○ 8800 ○ ○ 14000

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 60910 0 実績なし ○ ○ 14000 0 実績なし

○ ○ 27310 26986 ○ ○ 63000 63000 ○ ○ 68550 ○ ○ 8120

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 74560 ○ ○ 11000 実績なし ○ ○ 14000

○ ○ 22730 実績なし ○ ○ 63000 実績なし ○ ○ 60910 0 実績なし ○ ○ 8800 0 実績なし

○ ○ 22730 22730 ○ ○ 63000 63000 ○ ○ 69000 ○ ○ 8800 8800 ○ ○ 14000 解釈の変更

○ ○ 22730 ○ ○ 85730 ○ ○ 61475 ○ ○ 8800 ○ ○ 14000

○ ○ ※
1学年のみ22,730
円、他の学年は
25,000円

○ ○ 60000 ○ ○ 43518 ○ ○ 8800 8301 ○ ○ 14000

○ ○ ※
1年生：25,040円、2
～3年生：27,310円

○ ○ 63000 ○ ○ 60910 60910
学用品の額について、「学用品費」「通学用品
費」「校外学習費(宿泊を伴わないもの)」の上
限を合計した額を支給。

○ ○ 27310 ○ ○ 63000 ○ ○ 8800 ○ ○ 14000

○ ○ 27310 ○ ○ 60000 ○ ○ 17092

○ ○

1年
21,700
2－3年
23,870

昨年度までの回答
「実費支給」が誤り

○ ○ 63000
昨年度までの回答
「実費支給」が誤り

○ ○ 22730 21149 ○ ○ 60000 60000 ○ ○ 0 ○ ○ 8800 0
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市区町村都道府県

北海道 美幌町

北海道 津別町

北海道 斜里町

北海道 清里町

北海道 小清水町

北海道 訓子府町

北海道 置戸町

北海道 佐呂間町

北海道 遠軽町

北海道 湧別町

北海道 滝上町

北海道 興部町

北海道 西興部村

北海道 雄武町

北海道 大空町

北海道 豊浦町

北海道 壮瞥町

北海道 白老町

北海道 厚真町

北海道 洞爺湖町

北海道 安平町

北海道 むかわ町

北海道 日高町

北海道 平取町

北海道 新冠町

北海道 浦河町

北海道 様似町

北海道 えりも町

北海道 新ひだか町

北海道 音更町

北海道 士幌町

６．その他

費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６年
度単価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項

179 3 3 24 24 24 150 150 3 21 179 2 2 21 21 21 156 156 1 6 45 40 40 2 2 2 1 1 3 29 174 145 145 25 25 25 4 4 2 13 139 51 51 64 64 64 24 24 1 13 99 12 12 37 37 37 47 47 4 30 46 4

（２）補足事項

（１）費目毎の援助額

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

５．令和６年度準要保護就学援助額

就学援助制度の運用や、経済的に困窮している児
童生徒に対する貴市町村の取組・対応について、こ
れまでの回答への補足があればご記入ください。

卒業アルバム代等 オンライン学習通信費通学費 修学旅行費学用品費 新入学児童生徒学用品費等

２．中学校の就学援助額の単価（一人当たり年間支給額）

○ ○ ※ 〇 ○ ○ 63000 ○ ○ 61296 ○ ○ 12600 ○ ○ 14000 0 〇

学用品費：中学校1年　22,730円
中学校2年生以上　25,000円
体育実技用具：水泳用具・柔道着・スキーの
額
中学校スキー　38,030円
中学校水泳男子　4,345円（4,565円）
中学校水泳女子　6,545円（6,765円）
　（）の金額についてはサイズ４L以上の金額。
中学校柔道着　7,650円
通学用品費：年額2,270円を学用品費と併せ
て月割で支給
オンライン学習通信費及び医療費実績なし

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 57584 ○ ○ 18500

○ ○ 25000 24146 ○ ○ 63000 63000

スクールバスの運
行等で通学支援を
行っているため、支
給なし

○ ○ 70816 ○ ○ 13200 ○ ○ 14000 14000

○ ○ 13249 ○ ○ 22900 ○ ○ 64775 ○ ○ 16800 ○ ○ 14000 14000

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 69000 ○ ○ 19420 ○ ○ 14000 14000

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 59397 ○ ○ 14000 ○ ○ 14000

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 60000 ○ ○ 8800 ○ ○ 14000
体育実技用具費：1年生、通学用品費：２・３年
生、修学旅行費・卒業アルバム代：3年生、学
校給食費：1・2年生59,400円・3年生54,945円

○ ○ 22730 22730 ○ ○ 63000 63000 ○ ○ 59168 ○ ○ 1400 ○ ○ 0 実績なし
校外学習費、オンライン学習通信費、卒業ア
ルバム代については、要綱には記載させてい
ないが対応可能

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 64118 ○ ○ 8800 8507 ○ ○ 14000 0 実績なし

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 62184 ○ ○ 8800
生徒会費は各学校で設定した金額を支給して
いるが、今年度は生徒会費を徴収している学
校が１校（400円）のみ

○ ○ 22730 22730 ○ ○ 63000 63000 ○ ○ 64027 ○ ○ 8800 8800 ○ ○ 14000 14000

○ ○ 22730 ○ ○ 60000 ○ ○ 61594 ○ ○ 8800 ○ ○ 0

医療費・オンライン学習通信費・学校生活管
理指導表作成費（アレルギー疾患用）実績な
し
要綱に記載はないが、オンライン学習通信費
は支給できることとしている。

○ ○ 22730 5290 ○ ○ 63000 ○ ○ 60910 60910 ○ ○ 0

○ ○ 22730 16189 ○ ○ 63000 ○ ○ 60910 60910 ○ ○ 8800 8800 ○ ○ 14000 14000

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 70585 ○ ○ 8800 ○ ○ 14000 14000

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 71000 ○ ○ 15000 ○ ○ 14000
「体育実技用具費」「校外活動費（宿泊を伴わ
ないもの）」実績なし

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 62525

○ ○ ※

通学用品費と合わ
せて支給。1年
22,510円・2年～3
年24,760円

○ ○ 57400 ○ ○ 54248 ○ ○ 11978 ○ ○ 2000 令和5年度実績なし

○ ○ 25000 ○ ○ 63000 ○ ○ 60874 ○ ○ 13000 ○ ○ 14000

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 0 ○ ○ 49612 ○ ○ 8708 ○ ○ 15000 0

○ ○ 22730 ○ ○ 57730 ○ ○ 72205 ○ ○ 8800
令和６年度予算に計上した額から支給平均額
を算出。

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 8800 8800

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 64688 ○ ○ 8800 6031

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 120310 ○ ○ 40872 ○ ○ 8800 8250
学校給食については、令和３年８月より無償化を
行っています。

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 65000 ○ ○ 8800

○ ○ 24210 ○ ○ 63000 ○ ○ 80000
R６年予算計上単
価

○ ○ 8800 5980 R5年度実績

○ ○ 22730 ○ ○ 60000 ○ ○ 64173 ○ ○ 11000 ○ ○ 14000

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 75930 ○ ○ 14000

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 53263 ○ ○ 8800 7298 ○ ○ 14000

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 151261 ○ ○ 54508 ○ ○ 12211 ○ ○ 12626

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 67040 ○ ○ 14300 ○ ○ 0 実績なし
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北海道 上士幌町

北海道 鹿追町

北海道 新得町

北海道 清水町

北海道 芽室町

北海道 中札内村

北海道 更別村

北海道 大樹町

北海道 広尾町

北海道 幕別町

北海道 池田町

北海道 豊頃町

北海道 本別町

北海道 足寄町

北海道 陸別町

北海道 浦幌町

北海道 釧路町

北海道 厚岸町

北海道 浜中町

北海道 標茶町

北海道 弟子屈町

北海道 鶴居村

北海道 白糠町

北海道 別海町

北海道 中標津町

北海道 標津町

北海道 羅臼町

６．その他

費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６年
度単価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項 費目の
設定の
有無

実費・
現物支
給

支給平
均額

上限額 上限の
金額

支給平
均額

一定額 令和６
年度単
価

その他 補足事項
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（２）補足事項

（１）費目毎の援助額

Ⅰ　令和６年度就学援助制度の実施について

５．令和６年度準要保護就学援助額

就学援助制度の運用や、経済的に困窮している児
童生徒に対する貴市町村の取組・対応について、こ
れまでの回答への補足があればご記入ください。

卒業アルバム代等 オンライン学習通信費通学費 修学旅行費学用品費 新入学児童生徒学用品費等

２．中学校の就学援助額の単価（一人当たり年間支給額）

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 62416 ○ ○ 8800 ○ ○
モバイルルーター
を無償で貸与

○ ○ 27310 1年生は25,040円 ○ ○ 63000 ○ ○ 62793 ○ ○ 8800 8140

○ ○ 25040 ○ ○ 63000 ○ ○ 60000 ○ ○ 11000 ○ ○ 14000

○ ○ ※
第１学年：25,040円
他：27,310円

○ ○ 63000 ○ ○ 67341 ○ ○ 8800 8800 ○ ○ 14000

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 29225
R6新設のため予算
額計上

○ ○ 41917 ○ ○ 8800 8800 ○ ○ 14000

○ ○ 22730 22730 ○ ○ 63000 63000 ○ ○ 52782 ○ ○ 11000 ○ ○ 14000 14000

体育実技用具費はスキーのレンタル料を対象
としているが、Ｒ５年度は雪不足によりスキー
学習を実施しなかったため、０円
医療費については、18歳まで医療費無料の
独自政策を実施しているため、品目なし。
保護費については、該当生徒がいなかったた
め、０円

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○
スクールバス乗車
のため、支給なし

○ ○ 60910 60910 ○ ○ 8800 8800 ○ ○
モバイルルーター
を希望者に貸与

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 42419 ○ ○ 8800 8800 ○ ○ 14000

通学用品費は２・３年生を対象に、修学旅行
費及び卒業アルバム代は３年生を対象に支
給している。
校外活動費は宿泊の有無について特に取り
決めはなく、併せて一定額2,310円を支給して
いる。
医療費は実績なし。

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 55263 ○ ○ 9583 ○ ○ 14000
医療費：支給実績なし
修学旅行費、クラブ活動費、生徒会費、ＰＴＡ
会費、卒業アルバム代：Ｒ５実績より

○ ○
１年生：24,210円
２年生～：25,000円

○ ○ 63000 ○ ○ 56616 ○ ○ 8800 8800 医療費は実績なし。

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 45200 ○ ○ 8800 8800 特になし

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 71000 ○ ○ 8800

○ ○
※
25000

中学1年は「22,730
円」、中学2～3年は
「25,000円」

○ ○ 63000 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 70000

○ ○ 25000 ○ ○ 63000 ○ ○ 53700 ○ ○ 8800 8800 ○ ○ 14000 生徒会費、医療費実績なし

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 85000 ○ ○ 8800 8800 ○ ○ 14000 0 実績なし

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 63204 ○ ○ 13400
通学用品費は中学１年生支給なし。通学費・
医療費は対象者がいないため支給実績なし。

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 33889 ○ ○ 8800 7332 ○ ○ 14000

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 48392 ○ ○ 8800 8800 ○ ○ 14400 1200

○ ○ 22730 ○ ○ 88040 ○ ○ 60910 60121 ○ ○ 8800 8800

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 50237 ○ ○ 9500 ○ ○ 14000
支給額０円のものについては、支給対象とな
る事由がなかったため。

○ ○ 22730 22730 ○ ○ 63000 63000 ○ ○ 39684 ○ ○ 13421 ○ ○ 14000 14000
医療費は令和５年度支給実績なし
各費目の支給平均額は「令和５年度年間支給
金額÷実支給者数」で算出

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 45439 ○ ○ 8800

・校外活動費（宿泊を伴わないもの・伴うも
の）、卒業アルバム代等、医療費は対象費目
であるが実績なし。
・学校給食費は、令和3年度より無償化として
いる。

○ ○ 22730 ○ ○ 60000 ○ ○ 26040 ○ ○ 12000 ○ ○ 14000 0 R5実績なし

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 56000 ○ ○ 8800 8387 ○ ○ 14000 13647

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 59071 ○ ○ 14000

○ ○ 24210 24210
R６概算要求時の
単価を参考

○ ○ 63000 63000 ○ ○ 69000 ○ ○ 8800

○ ○ 22730 ○ ○ 63000 ○ ○ 0 実績なし ○ ○ 50279 ○ ○ 8800 ○ ○ 14000


